
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
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髙
槗
）

一
七
五
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政
委
員
会
と
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の
農
業
委
員
会
の
役
割
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一
　
は
じ
め
に

二
　
行
政
委
員
会
制
度
の
意
義

三
　
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会

四
　
農
業
委
員
会
法
改
正
と
機
構
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割

五
　
む
す
び
に
か
え
て

一
　
は
じ
め
に

令
和
元
年
第
一
九
八
回
国
会
に
お
い
て
、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
以
下
、「
機

論

　説

）
七
〇
三
（
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二
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一
七
六

構
法
改
正
法
」
と
い
う
。
ま
た
、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
機
構
法
」
と
い
う
。）
が
可
決
・
成
立
し
た
。
こ
の
機
構
法

改
正
法
に
よ
り
、
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
図
る
た
め
の
農
地
中
間
管
理
機
構
（
こ
の
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、

一
般
的
に
「
農
地
集
積
バ
ン
ク
」
あ
る
い
は
単
に
「
農
地
バ
ン
ク
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
、「
機
構
」
と
い
う
。）
が
行
う
農

地
中
間
管
理
事
業
（
農
地
所
有
者
（
出
し
手
）
か
ら
借
り
受
け
た
農
地
を
、
借
受
希
望
者
（
受
け
手
）
へ
転
貸
す
る
）
に
関
連
し
て
、
機
構
と
農
業

委
員
会
・
農
業
協
同
組
合
・
土
地
改
良
区
等
と
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
委
員
会
で
あ
る
農
業
委
員
会
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の

で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
の
行
政
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
、「
教
育
委
員
会
制
度
の
見
直
し
な
ど
行
政
委
員
会
を
め
ぐ
る
議
論
が
行
政

学
の
領
域
で
は
さ
か
ん
に
な
さ
れ
た
が
、
行
政
法
学
の
関
心
は
大
き
く
な
く
、
首
長
制
と
行
政
委
員
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
検

討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う

（
１
）

。」
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
行
政
法
学
に
お
い
て
各
委
員
会
の
重
要
性
等
の
検
討
が
十
分
な
さ

れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
行
政
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
、
こ
こ
一
〇
年
間
で
も
、
平
成
二
四

年
九
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
に
よ
り
環
境
省
の
外
局
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
、
平
成
二
八
年
一
月
に
個
人
情
報
保
護
委
員

会
設
置
法
に
よ
り
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、
令
和
二
年
一
月
に
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
に
よ
り
内
閣
府

の
外
局
と
し
て
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
独
立
性
の
高
い
合
議
制
組
織
と
し
て
の
行
政
委

員
会
の
役
割
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る

（
２
）

」
と
言
え
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
農
業
委
員
会
制
度
は
、
平
成
二
七
年
第
一
八
九
回
国
会
で
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

案
」
が
可
決
・
成
立
さ
れ
、
農
業
委
員
会
法
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
の
変
更
は
、
地
域
の
農
地
利
用

の
最
適
化
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
平
成
二
五
年
に
成
立
し
て
い
た
機
構
法
に
規
定
さ
れ
る
機
構
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で

）
七
〇
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
七
七

あ
る
。
そ
の
後
、
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
の
機
構
法
改
正
法
に
よ
り
、
農
業
者
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協

議
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
機
構
法
改
正
法
成
立
ま
で
の
五

年
間
に
お
け
る
農
業
委
員
会
の
役
割
に
対
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
行
政
委
員
会
制
度
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
日
本
に
お
け

る
行
政
委
員
会
の
置
か
れ
て
き
た
目
的
・
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会
に
つ
い
て
、
執
行

機
関
の
多
元
主
義
、
中
で
も
長
と
行
政
委
員
会
と
の
関
係
を
考
え
る
。
そ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
農
業
委
員
会
の
役
割
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
行
政
委
員
会
制
度
の
意
義

㈠

　概
要

行
政
委
員
会
は
、
日
本
で
は
学
問
上
の
用
語
で
あ
り
、
実
定
法
上
で
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
四
九
条
）、
国
家
行
政
組
織
法
（
三
条
）
に

い
う
「
委
員
会
」
に
該
当
す
る

（
３
）

。
国
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
行
政
委
員
会
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
合
議
体
で
あ
る
こ
と
、
自
ら
外
部
に
対

し
て
国
家
意
思
を
決
定
す
る

（
４
）

」
点
が
重
要
で
あ
り
、「
そ
の
権
能
の
行
使
の
特
徴
と
し
て
、
準
立
法
的
機
能
、
準
司
法
的
機
能
を
行
使
す

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
が
通
例

（
５
）

」
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
６
）

。

こ
こ
で
は
行
政
委
員
会
が
日
本
に
設
置
さ
れ
た
意
義
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
日
本
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
は
、
次
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
十
分
な
定
着
を
見
る
こ
と
な
く
縮
小
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、「
戦

後
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
委
員
会
制
度
を
範
と
し
て
、
国
及
び
地
方
の
行
政
の
各
分
野
に
行
政
委
員
会
制
度
が
幅
広
く
導
入
さ
れ
た
。
…
…

）
七
〇
三
（
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あ
る
。
そ
の
後
、
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
の
機
構
法
改
正
法
に
よ
り
、
農
業
者
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協

議
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
機
構
法
改
正
法
成
立
ま
で
の
五

年
間
に
お
け
る
農
業
委
員
会
の
役
割
に
対
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
行
政
委
員
会
制
度
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
日
本
に
お
け

る
行
政
委
員
会
の
置
か
れ
て
き
た
目
的
・
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会
に
つ
い
て
、
執
行

機
関
の
多
元
主
義
、
中
で
も
長
と
行
政
委
員
会
と
の
関
係
を
考
え
る
。
そ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
農
業
委
員
会
の
役
割
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
行
政
委
員
会
制
度
の
意
義

㈠

　概
要

行
政
委
員
会
は
、
日
本
で
は
学
問
上
の
用
語
で
あ
り
、
実
定
法
上
で
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
四
九
条
）、
国
家
行
政
組
織
法
（
三
条
）
に

い
う
「
委
員
会
」
に
該
当
す
る

（
３
）

。
国
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
行
政
委
員
会
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
合
議
体
で
あ
る
こ
と
、
自
ら
外
部
に
対

し
て
国
家
意
思
を
決
定
す
る

（
４
）

」
点
が
重
要
で
あ
り
、「
そ
の
権
能
の
行
使
の
特
徴
と
し
て
、
準
立
法
的
機
能
、
準
司
法
的
機
能
を
行
使
す

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
が
通
例

（
５
）

」
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
６
）

。

こ
こ
で
は
行
政
委
員
会
が
日
本
に
設
置
さ
れ
た
意
義
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
日
本
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
は
、
次
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
十
分
な
定
着
を
見
る
こ
と
な
く
縮
小
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、「
戦

後
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
委
員
会
制
度
を
範
と
し
て
、
国
及
び
地
方
の
行
政
の
各
分
野
に
行
政
委
員
会
制
度
が
幅
広
く
導
入
さ
れ
た
。
…
…

）
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〇
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（
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と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
行
政
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
非
能
率
か
つ
不
経
済
で
あ
る
と
と
も
に
責
任
の
帰
属
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
っ
た
非

難
が
あ
り
、
行
政
機
構
の
整
理
簡
素
化
の
要
請
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
六
年
の
い
わ
ゆ
る
政
令
諮
問
委
員
会
の
答
申
を
契
機
と
し
て
、
あ
る

い
は
廃
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
附
属
機
関
と
し
て
の
審
議
会
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
７
）

。」。
吉
田
茂
首
相
の
諮
問
に
応
え
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
こ
の
「
政
令
改
正
諮
問
の
た
め
の
委
員
会
（
略
称
、
政
令
諮
問
委
員
会
）」
の
答
申
で
は
、「
行
政
委
員
会
制
度
は
、
行
政
機
構
民

主
化
の
一
環
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
が
、
も
と
も
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
と
異
な
り
、
わ
が
国
の
社
会

経
済
の
実
際
が
必
ず
し
も
こ
れ
を
要
求
す
る
も
の
で
な
く
、
組
織
と
し
て
は
、
徒
ら
に
厖
大
化
し
、
能
動
的
に
行
政
目
的
を
追
求
す
る
事

務
に
つ
い
て
は
責
任
の
明
確
化
を
欠
き
、
能
率
的
な
事
務
処
理
の
目
的
を
達
し
難
い
か
ら
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
。
但
し

公
正
中
立
な
立
場
に
お
い
て
慎
重
な
判
断
を
必
要
と
す
る
受
動
的
な
事
務
を
主
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
整
理
簡
素
化
し
て
存

置
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
８
）

。」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
の
組
織
に
つ
い
て
も
、
国
の
組
織
に
準
じ
、
で
き
る
だ
け
縮

小
簡
素
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
、「
選
挙
管
理
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
漁
業
調
整
委
員
会
及
び
福
祉
事
務
所
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と

（
９
）

」

と
の
答
申
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
令
諮
問
委
員
会
答
申
に
見
ら
れ
る
、「
行
政
機
構
民
主
化
の
一
環
」
と
し
て
の
行
政
委
員
会
制
度
と
い
う
理
解
・
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
、
お
そ
ら
く
一
般
的
な
理
解
と
し
て
は
妥
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
行
政
委
員
会
を
め
ぐ
る
当
時
の
学
説
を
紹
介
し
た
上

で
（
10
）

、「
こ
の
よ
う
な
論
理
構
造
の
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
行
政
委
員
会
ー
行
政
の
民
主
化
論
は
、
行
政
の
効
率
化
、
能
率
化
の
要
請
の
前

に
有
効
な
武
器
と
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
政
令
諮
問
委
員
会
答
申
の
示
す
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
論
理
の
強
靭
さ
は
と
も
か

く
、
行
政
委
員
会
に
行
政
の
民
主
化
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
当
時
の
学
界
、
実
務
界
に
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
（
11
）

。」
と
す
る
見
解
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
委
員
会
制
度
と
行
政
の
民
主
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
き

）
七
一
〇
（
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政
委
員
会
と
し
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の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
七
九

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
委
員
会
制
度
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
、

行
政
機
構
の
民
主
化
と
と
も
に
主
張
さ
れ
た
、「
政
党
の
政
治
的
支
配
か
ら
独
立
し
、
公
正
中
立
に
、
且
つ
能
率
的
に
、
行
政
の
運
営
を

期
す
る
た
め

（
12
）

」
と
い
う
行
政
委
員
会
設
置
の
目
的
に
着
目
し
、「
こ
の
よ
う
な
政
党
支
配
か
ら
の
中
立
に
着
目
し
た
行
政
委
員
会
の
機
能

的
把
握
は
、
そ
の
後
、
行
政
法
学
一
般
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
行
政
委
員
会
に
対
す
る
わ
が
国
行
政

法
学
の
把
握
は
、
そ
の
民
主
的
把
握
か
ら
、
技
術
的
機
能
的
把
握
の
二
段
階
を
経
て
、
理
論
化
、
歴
史
離
れ
の
度
合
い
を
深
め
て
行
く
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
行
政
委
員
会
は
特
別
の
行
政
分
野
に
お
け
る
特
別
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
固
定

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
13
）

。」
と
の
指
摘
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
委
員
会
が
、「
特
別
の
行
政
分
野
に
お
け
る
特
別
の
行
政
組

織
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
の
行
政
委
員
会
の
存
在
意
義
・
設
置
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

㈡

　地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会

地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
行
政
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
教
育
委

員
会
、
監
査
委
員
等
の
よ
う
に
政
治
的
中
立
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
収
用
委
員
会
等
の
よ
う
に
外
部
の
学
識
経
験
者
の
専
門
的
知
識
に

基
づ
く
判
断
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
農
業
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
等
の
よ
う
に
利
害
関
係
人
の
参
加
が
求
め
ら
れ
る
場
合
等
が

挙
げ
ら
れ
る

（
14
）

。
ま
た
、
利
害
関
係
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
住
民
全
般
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
行
政
委
員
会
制
度
に
は
住
民
参
加
の
一
手
段

で
あ
る
と
い
う
色
彩
が
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
は
一
層
強
く
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
住
民
参
加
の
モ
ー
メ
ン
ト
を

強
調
す
る
と
、
こ
れ
ら
委
員
の
住
民
に
よ
る
直
接
公
選
制
が
適
切
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
15
）

。」
と
の
指
摘
は
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共

）
七
一
一
（
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一
七
九

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
委
員
会
制
度
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
、

行
政
機
構
の
民
主
化
と
と
も
に
主
張
さ
れ
た
、「
政
党
の
政
治
的
支
配
か
ら
独
立
し
、
公
正
中
立
に
、
且
つ
能
率
的
に
、
行
政
の
運
営
を

期
す
る
た
め

（
12
）

」
と
い
う
行
政
委
員
会
設
置
の
目
的
に
着
目
し
、「
こ
の
よ
う
な
政
党
支
配
か
ら
の
中
立
に
着
目
し
た
行
政
委
員
会
の
機
能

的
把
握
は
、
そ
の
後
、
行
政
法
学
一
般
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
行
政
委
員
会
に
対
す
る
わ
が
国
行
政

法
学
の
把
握
は
、
そ
の
民
主
的
把
握
か
ら
、
技
術
的
機
能
的
把
握
の
二
段
階
を
経
て
、
理
論
化
、
歴
史
離
れ
の
度
合
い
を
深
め
て
行
く
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
行
政
委
員
会
は
特
別
の
行
政
分
野
に
お
け
る
特
別
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
固
定

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
13
）

。」
と
の
指
摘
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
委
員
会
が
、「
特
別
の
行
政
分
野
に
お
け
る
特
別
の
行
政
組

織
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
の
行
政
委
員
会
の
存
在
意
義
・
設
置
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

㈡

　地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会

地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
行
政
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
教
育
委

員
会
、
監
査
委
員
等
の
よ
う
に
政
治
的
中
立
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
収
用
委
員
会
等
の
よ
う
に
外
部
の
学
識
経
験
者
の
専
門
的
知
識
に

基
づ
く
判
断
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
農
業
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
等
の
よ
う
に
利
害
関
係
人
の
参
加
が
求
め
ら
れ
る
場
合
等
が

挙
げ
ら
れ
る

（
14
）

。
ま
た
、
利
害
関
係
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
住
民
全
般
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
行
政
委
員
会
制
度
に
は
住
民
参
加
の
一
手
段

で
あ
る
と
い
う
色
彩
が
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
は
一
層
強
く
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
住
民
参
加
の
モ
ー
メ
ン
ト
を

強
調
す
る
と
、
こ
れ
ら
委
員
の
住
民
に
よ
る
直
接
公
選
制
が
適
切
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
15
）

。」
と
の
指
摘
は
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共

）
七
一
一
（
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団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会
の
有
り
様
と
し
て
は
傾
聴
に
値
し
よ
う
。

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
は
、
執
行
機
関
の
多
元
主
義
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
法
上
、
長
の
み
な
ら
ず
行

政
委
員
会
も
執
行
機
関
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
執
行
機
関
と
し
て
の
委
員
会
・
委
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
置
か
れ
る
（
地
自
法
一
三
八
条
の
四
第
一
項
）。
こ
こ
で
は
、
地
方
自
治
法
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
長
と
行
政
委
員
会
と
の
関
係

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

執
行
機
関
は
、
条
例
、
予
算
そ
の
他
の
議
会
の
議
決
に
基
づ
く
事
務
及
び
法
令
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
に
基
づ
く
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
の
事
務
を
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
誠
実
に
管
理
し
及
び
執
行
す
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
（
地
自
法
一
三
八
条
の
二
）。

執
行
機
関
の
組
織
は
、
長
の
所
轄
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
範
囲
の
所
掌
事
務
と
権
限
を
有
す
る
執
行
機
関
に
よ
っ
て
、
系
統
的
に
こ

れ
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
地
自
法
一
三
八
条
の
三
第
一
項
）。
執
行
機
関
は
、
長
の
所
轄
の
下
に
、
執
行
機
関
相
互
の
連
絡
を
図
り
、

す
べ
て
、
一
体
と
し
て
、
行
政
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
地
自
法
一
三
八
条
の
三
第
二
項
）、
長
は
、
執
行
機
関
相
互

の
間
に
そ
の
権
限
に
つ
き
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
調
整
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
地
自
法
一
三
八
条
の
三
第
三
項
）。

こ
こ
で
、「
長
の
所
轄
の
下
に
」
に
お
け
る
「
所
轄
」
と
は
、「
通
常
、
二
つ
の
機
関
の
間
に
お
い
て
、
一
方
が
上
級
の
機
関
で
あ
る
こ
と

を
認
め
な
が
ら
も
、
他
方
は
相
当
程
度
当
該
上
級
機
関
か
ら
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
こ
と
を
表
す
意
味
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る

（
16
）

」
と
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
三
八
条
の
三
に
い
う
「
所
轄
」
と
は
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
と
そ
の
他
の
個
々
の
執
行
機
関
と
の
関
係

を
表
す
意
味
も
さ
り
な
が
ら
、
他
の
執
行
機
関
の
す
べ
て
を
総
括
す
る
意
味
に
お
け
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
と
そ
の
他
の
執
行
機
関

と
の
関
係
を
表
す
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
執
行
機
関
の
総
括
的
な
代
表
者
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
の
長
の
地
位
を
示
し
て

い
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
…
…
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
、
そ
の
他
の
執
行
機
関
に
対
す
る
指
揮
監

）
七
一
三
（

行
政
委
員
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と
し
て
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農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
一

督
権
の
よ
う
な
何
か
具
体
的
な
権
限
が
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

（
17
）

」
と
さ
れ
て
い
る
。

長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
を
統
轄
し
、
こ
れ
を
代
表
す
る
（
地
自
法
一
四
七
条
）。
こ
こ
で
、「
統
轄
」
と
は
、「
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
事
務
の
全
般
に
つ
い
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
総
合
的
統
一
を
確
保
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

…
…
。「
統
轄
」
は
「
所
轄
」
と
は
異
な
り
、
単
に
各
執
行
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
総
合
調
整
的
な
管
理
的
機
能
を
指
す
も
の
で

は
な
く
、
他
の
執
行
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
及
び
住
民
の
す
べ
て
を
含
め
て
、
当
該
団
体
の
事
務
に
つ
い
て
こ
れ
を
統
御
し
、
そ
の
一

体
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
法
律
上
の
権
限
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、「
代
表
」
と
と
も

に
そ
の
地
位
の
性
格
を
表
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
18
）

」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
代
表
」
と
は
、「
狭
義
に
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
が
外
部
に
対
し
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
行
為
と
な
る
べ
き
各
般
の
行
為
を
行
い
う
る
権
限
を
い
い
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
の
行
っ
た
行
為
そ
の
も
の
が
、
法
律
上
直
ち
に
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
行
為
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、

本
条
の
「
代
表
」
は
そ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
統
轄
」
に
お
け
る
と
同
様
、
他
の
独
立
の
執
行
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
及
び

住
民
の
す
べ
て
を
含
め
て
、
お
よ
そ
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
関
し
て
、
集
約
的
に
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
立
場
を
表
す

こ
と
を
意
味
す
る

（
19
）

」
と
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
管
理
し
及
び
こ
れ
を
執
行
す
る
（
地
自
法
一
四
八
条
）。
長
の
担
任
す
る
事
務
と
し

て
は
、
①
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
べ
き
事
件
に
つ
き
そ
の
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
、
②
予
算
を
調
製
し
、
及
び
こ
れ
を

執
行
す
る
こ
と
、
③
地
方
税
を
賦
課
徴
収
し
、
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
又
は
手
数
料
を
徴
収
し
、
及
び
過
料
を
科
す
る
こ
と
、
④
決

算
を
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
認
定
に
付
す
る
こ
と
、
⑤
会
計
を
監
督
す
る
こ
と
、
⑥
財
産
を
取
得
し
、
管
理
し
、
及
び
処
分
す
る

こ
と
、
⑦
公
の
施
設
を
設
置
し
、
管
理
し
、
及
び
廃
止
す
る
こ
と
、
⑧
証
書
及
び
公
文
書
類
を
保
管
す
る
こ
と
、
及
び
⑨
当
該
普
通
地
方

）
七
一
七
（
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委
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髙
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一
八
一

督
権
の
よ
う
な
何
か
具
体
的
な
権
限
が
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

（
17
）

」
と
さ
れ
て
い
る
。

長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
を
統
轄
し
、
こ
れ
を
代
表
す
る
（
地
自
法
一
四
七
条
）。
こ
こ
で
、「
統
轄
」
と
は
、「
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
事
務
の
全
般
に
つ
い
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
総
合
的
統
一
を
確
保
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

…
…
。「
統
轄
」
は
「
所
轄
」
と
は
異
な
り
、
単
に
各
執
行
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
総
合
調
整
的
な
管
理
的
機
能
を
指
す
も
の
で

は
な
く
、
他
の
執
行
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
及
び
住
民
の
す
べ
て
を
含
め
て
、
当
該
団
体
の
事
務
に
つ
い
て
こ
れ
を
統
御
し
、
そ
の
一

体
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
法
律
上
の
権
限
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、「
代
表
」
と
と
も

に
そ
の
地
位
の
性
格
を
表
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
18
）

」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
代
表
」
と
は
、「
狭
義
に
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
が
外
部
に
対
し
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
行
為
と
な
る
べ
き
各
般
の
行
為
を
行
い
う
る
権
限
を
い
い
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
の
行
っ
た
行
為
そ
の
も
の
が
、
法
律
上
直
ち
に
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
行
為
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、

本
条
の
「
代
表
」
は
そ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
統
轄
」
に
お
け
る
と
同
様
、
他
の
独
立
の
執
行
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
及
び

住
民
の
す
べ
て
を
含
め
て
、
お
よ
そ
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
関
し
て
、
集
約
的
に
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
立
場
を
表
す

こ
と
を
意
味
す
る

（
19
）

」
と
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
管
理
し
及
び
こ
れ
を
執
行
す
る
（
地
自
法
一
四
八
条
）。
長
の
担
任
す
る
事
務
と
し

て
は
、
①
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
べ
き
事
件
に
つ
き
そ
の
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
、
②
予
算
を
調
製
し
、
及
び
こ
れ
を

執
行
す
る
こ
と
、
③
地
方
税
を
賦
課
徴
収
し
、
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
又
は
手
数
料
を
徴
収
し
、
及
び
過
料
を
科
す
る
こ
と
、
④
決

算
を
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
認
定
に
付
す
る
こ
と
、
⑤
会
計
を
監
督
す
る
こ
と
、
⑥
財
産
を
取
得
し
、
管
理
し
、
及
び
処
分
す
る

こ
と
、
⑦
公
の
施
設
を
設
置
し
、
管
理
し
、
及
び
廃
止
す
る
こ
と
、
⑧
証
書
及
び
公
文
書
類
を
保
管
す
る
こ
と
、
及
び
⑨
当
該
普
通
地
方

）
七
一
七
（
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公
共
団
体
の
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
地
自
法
一
四
九
条
）。
一
方
、
こ
の
長
の
権
限
に
対
応
し
て
、
委
員
会
・
委
員
に
は
、
法

律
に
特
別
の
定
め
が
な
い
限
り
、
以
下
の
権
限
は
有
し
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
普
通
地
方
公
共
団
体
の
予
算
を
調
製
し
、
及
び

こ
れ
を
執
行
す
る
こ
と
、
②
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
べ
き
事
件
に
つ
き
そ
の
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
、
③
地
方
税
を
賦

課
徴
収
し
、
分
担
金
若
し
く
は
加
入
金
を
徴
収
し
、
又
は
過
料
を
科
す
る
こ
と
、
及
び
④
普
通
地
方
公
共
団
体
の
決
算
を
議
会
の
認
定
に

付
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
地
自
法
一
八
〇
条
の
六
）。

長
と
委
員
会
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
、
執
行
機
関
の
多
元
主
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
執
行
機
関

の
多
元
主
義
は
し
か
し
、
各
執
行
機
関
が
無
秩
序
に
並
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
長
の
所
轄
の
下
に
、
一
体

と
し
て
、
行
政
権
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
自
治
法
上
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
（
法
一
三
八
条
の
三
）。
さ
ら
に
、
事
務
論
上
に
強
調
さ
れ
る

行
政
の
総
合
性
…
…
が
執
行
機
関
の
多
元
主
義
の
こ
れ
以
上
の
発
展
を
抑
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
…
…
執
行
機
関
の
多
元

主
義
は
、
首
長
主
義
と
緊
張
関
係
に
立
つ
。
そ
こ
で
、
自
治
行
政
の
総
合
性
の
要
請
が
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
調
と
結
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
憲
法
上
の
明
確
な
根
拠
を
も
た
な
い
多
元
主
義
は
、
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
地
方
分
権
の
正
当
化

根
拠
の
中
に
、
権
力
の
分
散
の
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
多
元
主
義
の
縮
減
の
要
請
に
も
限
度
が
あ
る
と
解
さ
れ
る

（
20
）

」。

ま
た
、「
首
長
へ
の
権
力
集
中
を
抑
止
す
る
行
政
委
員
会
制
は
，
立
憲
主
義
的
あ
る
い
は
法
治
主
義
的
仕
組
と
し
て
妥
当
性
を
も
つ
。

他
方
で
，
民
主
的
正
統
性
か
ら
す
る
と
，
行
政
委
員
会
は
長
に
比
べ
て
民
主
的
正
統
性
に
乏
し
い
。
国
の
行
政
委
員
会
の
独
立
の
正
当
性

に
つ
い
て
は
，
我
が
国
の
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
，
行
政
権
を
国
会
を
通
じ
て
国
民
の
民
主
的
統
制
の
下
に
置
く
べ
き
と
す
る
要
請
と
の

整
合
性
が
図
れ
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
，
首
長
制
の
下
で
は
，
執
行
機
関
の
民
主
的
正
統
性
の
調
達
は
議
会
を
通
じ
て

な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
他
方
，
地
方
の
行
政
委
員
会
の
場
合
は
，
本
来
で
あ
れ
ば
，
委
員
の
住
民
に
よ
る
公
選
に
よ
っ
て
民
主
的
正
統

）
七
一
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
三

性
が
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
，
現
状
で
は
任
命
制
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
以
上
，
長
の
民
主
的
正
統
性
の
派
生
的

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う

（
21
）

。」
と
さ
れ
、
民
主
的
正
統
性
の
観
点
か
ら
は
、
行
政
委
員
会
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
、
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
の
行
政
委
員
会
に
対
し
て
は
、
地
方
分
権
の
動
き
に
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

「
第
一
の
問
題
は
、
国
の
縦
割
り
行
政
の
浸
透
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
の
ほ
と
ん
ど
は
設
置
や
権
限
が
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、

地
方
自
治
体
独
自
の
判
断
で
設
置
す
る
の
は
困
難
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
法
定
の
行
政
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
法
に
も
と
づ
い

て
国
の
監
督
を
受
け
る
た
め
、
行
政
の
縦
割
り
構
造
に
か
ら
め
と
ら
れ
、
国
の
行
政
を
補
完
す
る
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、

行
政
委
員
会
は
自
治
体
の
総
合
行
政
の
推
進
を
損
な
う
存
在
で
あ
る
と
す
る
首
長
サ
イ
ド
か
ら
の
批
判
も
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

第
二
に
、
首
長
の
（
少
な
く
と
も
表
向
き
の
）
非
党
派
的
性
格
は
、
行
政
委
員
会
の
存
在
意
義
を
み
え
に
く
く
し
て
き
た
。
党
派
的
な
首

長
に
教
育
行
政
や
選
挙
管
理
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
常
識
的
に
考
え
て
も
不
適
切
だ
ろ
う
が
、
首
長
が
中
立
の
執
行
者
を
標
榜
し
て
い
る
か

ぎ
り
、
行
政
の
多
元
主
義
の
効
用
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
く
、
逆
に
効
率
性
を
害
す
る
と
い
う
側
面
だ
け
に
注
目
の
集
ま
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
要
因
は
、
い
ず
れ
も
変
化
の
波
に
さ
れ
さ
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
の
進
展
は
、
縦
割
り
行
政
の
末
端
と
し

て
機
能
し
て
き
た
行
政
委
員
会
の
性
格
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
地
方
分
権
は
首
長
の
政
治
的
指

導
力
を
強
化
す
る
方
向
に
作
用
す
る
。
公
選
制
を
根
拠
と
す
る
ア
メ
リ
カ
型
大
統
領
の
強
さ
と
イ
ギ
リ
ス
型
首
相
の
政
策
実
現
力
を
あ
わ

せ
も
つ
首
長
が
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
首
長
の
独
走
を
防
止
す
る
装
置
の
必
要
性
が
増
し
、
行
政
委
員

）
七
一
三
（
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性
が
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
，
現
状
で
は
任
命
制
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
以
上
，
長
の
民
主
的
正
統
性
の
派
生
的

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う

（
21
）

。」
と
さ
れ
、
民
主
的
正
統
性
の
観
点
か
ら
は
、
行
政
委
員
会
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
、
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
の
行
政
委
員
会
に
対
し
て
は
、
地
方
分
権
の
動
き
に
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

「
第
一
の
問
題
は
、
国
の
縦
割
り
行
政
の
浸
透
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
の
ほ
と
ん
ど
は
設
置
や
権
限
が
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、

地
方
自
治
体
独
自
の
判
断
で
設
置
す
る
の
は
困
難
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
法
定
の
行
政
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
法
に
も
と
づ
い

て
国
の
監
督
を
受
け
る
た
め
、
行
政
の
縦
割
り
構
造
に
か
ら
め
と
ら
れ
、
国
の
行
政
を
補
完
す
る
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、

行
政
委
員
会
は
自
治
体
の
総
合
行
政
の
推
進
を
損
な
う
存
在
で
あ
る
と
す
る
首
長
サ
イ
ド
か
ら
の
批
判
も
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

第
二
に
、
首
長
の
（
少
な
く
と
も
表
向
き
の
）
非
党
派
的
性
格
は
、
行
政
委
員
会
の
存
在
意
義
を
み
え
に
く
く
し
て
き
た
。
党
派
的
な
首

長
に
教
育
行
政
や
選
挙
管
理
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
常
識
的
に
考
え
て
も
不
適
切
だ
ろ
う
が
、
首
長
が
中
立
の
執
行
者
を
標
榜
し
て
い
る
か

ぎ
り
、
行
政
の
多
元
主
義
の
効
用
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
く
、
逆
に
効
率
性
を
害
す
る
と
い
う
側
面
だ
け
に
注
目
の
集
ま
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
要
因
は
、
い
ず
れ
も
変
化
の
波
に
さ
れ
さ
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
の
進
展
は
、
縦
割
り
行
政
の
末
端
と
し

て
機
能
し
て
き
た
行
政
委
員
会
の
性
格
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
地
方
分
権
は
首
長
の
政
治
的
指

導
力
を
強
化
す
る
方
向
に
作
用
す
る
。
公
選
制
を
根
拠
と
す
る
ア
メ
リ
カ
型
大
統
領
の
強
さ
と
イ
ギ
リ
ス
型
首
相
の
政
策
実
現
力
を
あ
わ

せ
も
つ
首
長
が
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
首
長
の
独
走
を
防
止
す
る
装
置
の
必
要
性
が
増
し
、
行
政
委
員

）
七
一
三
（
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会
へ
の
期
待
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か

（
22
）

」。

現
実
に
は
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
行
政
委
員
会
は
、
長
と
の
関
係
に
お
い
て
充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

に
は
な
い
の
で
あ
り
、
今
後
の
制
度
設
計
も
含
め
て
検
討
が
求
め
ら
れ
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

三
　
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会

そ
れ
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
置
か
れ
る
行
政
委
員
会
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
意
義
等
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
農
業
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
主
と
し
て
農
業
委
員
会
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
地
方
自
治
法
、
農
地
法
等
に
も
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
農
業
委
員
会
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。
農
業
委
員
会
は
、
執
行
機
関
と
し
て
市
町
村
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
原
則
、

必
置
機
関
と
さ
れ
る
（
地
自
法
一
八
〇
条
の
五
第
三
項
）。
た
だ
し
、
そ
の
区
域
内
に
農
地
の
な
い
市
町
村
に
は
、
農
業
委
員
会
を
置
か
な
い

と
さ
れ
（
農
業
委
員
会
法
三
条
一
項
）、
そ
の
区
域
が
著
し
く
大
き
い
市
町
村
又
は
そ
の
区
域
内
の
農
地
面
積
が
著
し
く
大
き
い
市
町
村
で

政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
を
二
以
上
に
分
け
て
そ
の
各
区
域
に
農
業
委
員
会
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
（
同
条
二
項
）。

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務
と
し
て
、
地
方
自
治
法
上
で
は
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
、
農
地
の
交
換
分
合
そ
の
他
農
地
に
関
す
る

事
務
を
執
行
す
る
と
さ
れ
る
（
地
自
法
二
〇
二
条
の
二
）。
農
業
委
員
会
法
六
条
に
所
掌
事
務
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
必

須
事
務
と
し
て
、
①
農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
（
同
条
一
項
）、
及
び
②
そ
の
区
域
内
の
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
（
農
地
等
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
並
び
に
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
、
耕
作
の
事
業
に
供
さ
れ
る

）
七
一
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
五

農
地
等
の
集
団
化
、
農
業
へ
の
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
の
促
進
等
に
よ
る
農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
を
い

う
。）
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
事
務
（
同
条
二
項
）
で
あ
る
。
ま
た
、
任
意
事
務
と
し
て
は
、
③
法
人
化
そ
の
他
農
業
経
営
の
合
理
化
に

関
す
る
事
項
（
同
条
三
項
一
号
）、
及
び
④
農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
の
提
供
（
同
条
三
項
二
号
）
で
あ
る
。
①
の
農
地
法
等
に
よ

る
権
限
と
し
て
典
型
的
な
も
の
と
し
て
、
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
所
有
権
を
移
転
し
、
又
は
地
上
権
、
永
小
作
権
、
質
権
、
使

用
貸
借
に
よ
る
権
利
、
賃
借
権
若
し
く
は
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
設
定
し
、
若
し
く
は
移
転
す
る
場
合
に
か
か

る
許
可
権
限
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
農
地
法
三
条
）。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
②
の
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
、

平
成
二
七
年
の
農
業
委
員
会
法
改
正
で
は
、
農
業
委
員
会
の
担
う
事
務
の
重
点
化
と
し
て
、
最
も
重
要
な
事
務
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。農

業
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委

員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
町
村
長
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、

任
命
す
る
（
農
業
委
員
会
法
八
条
一
項
）。
市
町
村
長
は
、
委
員
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
委
員
に
な
ろ

う
と
す
る
者
の
募
集
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
九
条
）。
ま
た
、
市
町
村
長
は
、
委
員
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
一
三
条
一
項
に
規
定
す
る
認
定
農
業
者
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
八
条
五
項
）。
さ
ら

に
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
条
六
項
）、
委

員
の
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
七
項
）。

委
員
の
定
数
は
、
農
業
委
員
会
の
区
域
内
の
農
業
者
の
数
、
農
地
面
積
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条

）
七
一
三
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す
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例
で
定
め
る
と
さ
れ
（
同
条
二
項
）、
任
期
は
三
年
で
あ
る
（
同
法
一
〇
条
）。

行
政
委
員
会
で
あ
る
農
業
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
「
利
害
関
係
人
の
直
接
参
加
の
要
請
が
大
き
い

（
23
）

」
と

さ
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
①
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
等
の
業
務
は
、
農
業
者
の
財
産
権
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
特

定
の
者
の
利
益
損
失
に
偏
る
こ
と
な
く
、
公
平
、
客
観
的
な
判
断
を
行
う
こ
と
、
②
地
域
の
農
地
の
状
況
等
に
最
も
精
通
し
た
者
に
よ
る

合
議
体
と
し
て
的
確
な
判
断
を
行
う
こ
と
、
③
共
同
体
意
識
が
依
然
と
し
て
強
い
農
村
地
域
に
お
い
て
大
規
模
経
営
の
育
成
と
小
規
模
農

業
者
の
離
農
、
規
模
縮
小
と
い
う
農
業
者
間
で
相
反
す
る
利
害
を
反
発
を
招
く
こ
と
な
く
円
滑
に
調
整
し
、
地
域
内
の
農
地
に
係
わ
る
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
て
土
地
利
用
調
整
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
④
当
事
者
間
の
み
の
調
整
を
回
避
す
る
こ
と
、
市
町
村

等
の
行
政
自
ら
が
直
接
、
地
域
に
入
り
権
利
調
整
を
推
進
す
る
方
式
に
比
べ
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

（
24
）

。

原
則
、
市
町
村
に
お
い
て
必
置
機
関
と
さ
れ
る
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
、
日
本
の
農
業
の
置
か
れ
て
き
た
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ

の
存
在
意
義
に
つ
い
て
も
再
考
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
は
、「
戦
後
の
農
地
改
革
（
地
主
制
解
体
＝
自
作
農
創
設
）

の
成
果
を
固
定
化
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
と
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
心
と
な
っ
た
農
地
委
員
会
は
戦
前
の
一
九
三
八
年
に
創

設
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
こ
の
年
に
は
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
本
格
的
な
戦
時
統
制
経
済
が
始
ま
っ
た
。

農
地
委
員
会
は
農
地
の
権
利
調
整
を
通
じ
て
小
作
農
の
地
位
向
上
を
図
っ
た
が
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
、
戦
時
下
の
食
糧
増
産
に
寄

与
さ
せ
る
意
図
も
あ
っ
た
。
…
…
高
度
経
済
成
長
下
に
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
続
き
、
国
民
の
食
生
活
も
多
様
化
す
る
な
か
、

六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基
本
法
は
コ
メ
か
ら
他
作
物
へ
の
「
選
択
的
拡
大
」
と
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
掲
げ
た
。
そ
の
実
現
に
は

農
地
改
革
の
「
成
果
」
で
あ
る
一
農
家
一
ha
程
度
と
い
う
均
一
な
農
業
構
造
が
足
か
せ
と
な
る
。
こ
う
し
て
農
地
の
流
動
化
が
課
題
に
浮

上
し
た

（
25
）

。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
初
の
、
小
作
農
の
地
位
向
上
、
食
糧
増
産
と
い
う
農
業
委
員
会
設
置
の
狙
い
が
、
農
地
の
流
動
化
と

）
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一
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
七

い
う
課
題
解
決
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
後
述
の
農
業
委
員
会
法
の
改
正
へ
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
わ
が
国
の
農
業
は
永
い
間
、
経
済
的
に
も
政
治
行
政
の
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
き
た
。
そ
の
基
盤
で
あ
る

農
地
の
調
整
に
関
し
て
市
町
村
に
農
業
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
意
義
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
す
で
に
自
作
農
の
創
設

も
一
段
落
し
、
ま
た
、
農
業
も
総
合
的
、
か
つ
、
国
民
経
済
的
な
見
地
か
ら
振
興
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
農
業
委
員
会
は

廃
止
し
、
関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
徴
し
た
上
で
、
市
町
村
長
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う

（
26
）

。」
と
の
指
摘
も
な
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、
次
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
の
設
置
を
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
る
旨
の
答
申
を
行
っ
た
。

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
等
法
令
業
務
の
処
理
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
そ
の
役
割
が
変
化
し
て
お
り
、
地

域
に
よ
っ
て
は
事
務
の
大
半
が
事
務
局
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
る
な
ど
形
骸
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

ま
た
、
現
行
制
度
上
、
農
地
が
一
定
面
積
以
下
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
定
面
積

を
超
え
る
市
町
村
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
裁
量
を
認
め
ず
に
一
律
に
必
置
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
論
理
的
な
整
合
性
は
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
必
置
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
地
域
の
農
業
者
の
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
首
長
部
局
と
農
業
者
と
の
定
例
的
な
意

見
交
換
の
場
な
ど
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
必
ず
し
も
行
政
委
員
会
形
態
を
と
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
農
業
委
員
会
を
設
置
す
る
か
、
設
置
せ
ず
そ
の
事
務
を
市
町
村
長
が
行
う
か
を
選
択
で
き
る

こ
と
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

（
27
）

。
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落
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た
、
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か
つ
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民
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で
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関
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見
を
十
分
に
徴
し
た
上
で
、
市
町
村
長
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う

（
26
）

。」
と
の
指
摘
も
な
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、
次
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
の
設
置
を
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
る
旨
の
答
申
を
行
っ
た
。

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
等
法
令
業
務
の
処
理
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
そ
の
役
割
が
変
化
し
て
お
り
、
地

域
に
よ
っ
て
は
事
務
の
大
半
が
事
務
局
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
る
な
ど
形
骸
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

ま
た
、
現
行
制
度
上
、
農
地
が
一
定
面
積
以
下
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
定
面
積

を
超
え
る
市
町
村
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
裁
量
を
認
め
ず
に
一
律
に
必
置
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
論
理
的
な
整
合
性
は
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
必
置
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
地
域
の
農
業
者
の
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
首
長
部
局
と
農
業
者
と
の
定
例
的
な
意

見
交
換
の
場
な
ど
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
必
ず
し
も
行
政
委
員
会
形
態
を
と
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
農
業
委
員
会
を
設
置
す
る
か
、
設
置
せ
ず
そ
の
事
務
を
市
町
村
長
が
行
う
か
を
選
択
で
き
る

こ
と
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

（
27
）

。
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一
八
八

同
様
に
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
三
次
勧
告
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
の
必
置
の
廃
止
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
直
接
に
選
挙
さ
れ
た
長
が
地
域
住
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
主

的
・
自
立
的
に
行
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。
こ
の
長
と
は
別
の
執
行
機
関
と
し
て
委
員
会
及
び
委
員
を
引
き
続
き
存
置
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
及
び
委
員
ご
と
に
、
そ
の
設
置
を
義
務
付
け
る
に
足
り
る
だ
け
の
確
た
る
根
拠
が
存
在
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
特
段
に
強
く
、
政
治
的
中
立
性
又
は
公
平
・
公
正
・
中
立
性
、
あ

る
い
は
専
門
技
術
的
又
は
利
害
調
整
的
な
視
点
か
ら
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
準
司
法
的
・
準
立
法
的
性
格
を
有

す
る
か
と
い
っ
た
、
制
度
創
設
時
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
理
由
が
今
日
も
な
お
妥
当
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

制
度
導
入
時
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
地
方
自
治
体
の
行
政
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
教
育
委
員
会
及
び
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
を
全
国
画
一
的
に
義
務
付
け
る
に
足
り
る
だ
け
の

確
た
る
根
拠
を
見
出
し
が
た
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
、
制
度
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
運
用
の
実
態
を
見
る
と
、
委
員
会
が
行
う
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
等
の
処
理
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
、
地
域
に
よ
っ
て

は
事
務
の
大
半
を
処
理
し
て
い
る
の
は
事
務
局
で
、
委
員
会
の
会
議
は
形
骸
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
導
入
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
た
今
日
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
て
い
る
。
食
料
自
給
率
は
低
下
し
、

農
業
従
業
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
農
地
の
荒
廃
が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、
農
地
管
理
の
あ
り
方
が
根
本
か

ら
問
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
地
方
自
治
体
の
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
求
め
る
国
民
の
声
も
高
ま
っ
て
い

）
七
三
〇
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
九

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
市
区
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
農
地
の
管
理
を
含
め
、
農
業
政
策
全
般
を
総
合
的
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
全
国
画
一
的
に
定
め
る
の
で
は
な
く
市
区
町
村
の
自

由
度
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
農
業
者
の
参
画
の
要
請
は
、
審
議
会
等
の
活
用
や
農
業
者
と
の
意
見
交
換
等
の
代

替
措
置
を
も
っ
て
し
て
も
十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る

（
28
）

。

四
　
農
業
委
員
会
法
改
正
と
機
構
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割

㈠

　農
業
委
員
会
法
改
正

右
に
見
た
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
農
業
委
員
会
法
は
平
成
二
七
年
改
正
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
る
。
農
地
委
員
会
法
の
改
正
の
背
景
に

は
、
わ
が
国
の
農
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
方
策
と
し
て
、
農
地
利
用
の
非
効
率
性
解
消
の
た
め
に
農
地
の
集
約
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
日
本
の
農
地
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
原
因
は
、
戦
争
直
後
の
農
地
政
策
に
さ
か
の
ぼ
る
。

政
府
は
一
九
四
七
～
一
九
五
〇
年
に
農
地
改
革
を
実
施
し
、
…
…
農
家
の
生
産
意
欲
を
高
め
、
食
糧
不
足
を
解
消
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
米
の
生
産
過
剰
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
他
の
品
目
よ
り
も
手
厚
い
生
産
保
護
を
継
続
し
、
小
規
模
農
家
が
淘
汰
さ
れ
ず
農
地
の
集
約
が
進
ま
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
、
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
農
地
法
は
、
自
作
農
主
義
に
基
づ
き
、
農
地
の
取
得
権
利
を
原
則
と
し
て
農
業
経
営
を
営
む
農
家

に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
都
道
府
県
知
事
な
ど
が
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
を
許
可
す
る
仕

組
み
を
設
け
た
。
し
か
し
、
地
元
の
農
家
を
選
挙
人
・
被
選
挙
人
と
し
て
主
た
る
構
成
員
を
選
出
す
る
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
歴
史
的

）
七
三
一
（



行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
八
九

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
市
区
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
農
地
の
管
理
を
含
め
、
農
業
政
策
全
般
を
総
合
的
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
全
国
画
一
的
に
定
め
る
の
で
は
な
く
市
区
町
村
の
自

由
度
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
農
業
者
の
参
画
の
要
請
は
、
審
議
会
等
の
活
用
や
農
業
者
と
の
意
見
交
換
等
の
代

替
措
置
を
も
っ
て
し
て
も
十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る

（
28
）

。

四
　
農
業
委
員
会
法
改
正
と
機
構
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割

㈠

　農
業
委
員
会
法
改
正

右
に
見
た
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
農
業
委
員
会
法
は
平
成
二
七
年
改
正
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
る
。
農
地
委
員
会
法
の
改
正
の
背
景
に

は
、
わ
が
国
の
農
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
方
策
と
し
て
、
農
地
利
用
の
非
効
率
性
解
消
の
た
め
に
農
地
の
集
約
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
日
本
の
農
地
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
原
因
は
、
戦
争
直
後
の
農
地
政
策
に
さ
か
の
ぼ
る
。

政
府
は
一
九
四
七
～
一
九
五
〇
年
に
農
地
改
革
を
実
施
し
、
…
…
農
家
の
生
産
意
欲
を
高
め
、
食
糧
不
足
を
解
消
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
米
の
生
産
過
剰
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
他
の
品
目
よ
り
も
手
厚
い
生
産
保
護
を
継
続
し
、
小
規
模
農
家
が
淘
汰
さ
れ
ず
農
地
の
集
約
が
進
ま
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
、
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
農
地
法
は
、
自
作
農
主
義
に
基
づ
き
、
農
地
の
取
得
権
利
を
原
則
と
し
て
農
業
経
営
を
営
む
農
家

に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
都
道
府
県
知
事
な
ど
が
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
を
許
可
す
る
仕

組
み
を
設
け
た
。
し
か
し
、
地
元
の
農
家
を
選
挙
人
・
被
選
挙
人
と
し
て
主
た
る
構
成
員
を
選
出
す
る
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
歴
史
的

）
七
三
一
（
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一
九
〇

に
、
農
家
の
財
産
拡
大
に
寄
与
す
る
農
地
転
用
が
安
易
に
肯
定
さ
れ
る
一
方
で
、
新
規
参
入
者
に
よ
る
農
地
の
借
用
・
購
入
を
否
定
す
る

傾
向
が
強
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
農
地
所
有
者
は
自
ら
土
地
を
耕
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
転
用
期
待
や
先
祖
か
ら
受
け
継

い
だ
土
地
へ
の
愛
着
か
ら
農
地
を
他
者
に
委
ね
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し

た
（
29
）

。」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
地
の
集
約
化
に
対
し
て
農
業
委
員
会
が
十
分
機
能
を
発
揮
で
き
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
問
題
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
の
見
直
し
の
方
向
へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
二
六
年
五
月
一
四
日
の
規
制
改
革
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
」
で
は
、
農
業
委
員
会
の
実

務
的
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
農
業
委
員
会
の
見
直
し
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
①
農
業
委
員
会
の
選
挙
・
選
任
方
法
の
見
直
し
、

②
農
地
利
用
推
進
員
の
新
設
、
③
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農
業
会
議
所
制
度
の
廃
止
、
④
情
報
公
開
等
、
⑤
遊
休
農
地
対
策
、
⑥
農

地
転
用
違
反
へ
の
対
応
、
⑦
農
地
権
利
移
動
の
在
り
方
の
見
直
し
、
⑧
行
政
庁
へ
の
建
議
等
の
業
務
の
見
直
し
、
⑨
農
振
地
域
等
に
お
け

る
転
用
制
度
の
見
直
し
、
⑩
転
用
利
益
の
地
域
の
農
業
へ
の
還
元
な
ど
の
方
向
が
挙
げ
ら
れ
、
農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
な
が
る
意
見
が

提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
30
）

。

平
成
二
六
年
六
月
二
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
で
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る
規
制
改
革
の
観
点
と
重
点
事
項

と
し
て
、「
競
争
力
あ
る
農
業
、
魅
力
あ
る
農
業
を
創
り
、
農
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
を
、

国
民
の
期
待
に
応
え
る
農
業
改
革
の
第
一
歩
と
し
、
そ
の
上
で
、
農
業
委
員
会
、
農
地
を
所
有
で
き
る
法
人
（
農
業
生
産
法
人
）、
農
業
協

同
組
合
の
在
り
方
等
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
三
点
の
見
直
し
を
セ
ッ
ト
で
断
行
す
る

（
31
）

。」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
選
挙
・
選
任
方

法
の
見
直
し
と
し
て
、「
農
業
委
員
会
の
使
命
を
的
確
に
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
適
切
な
人
物
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
委
員

に
就
任
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
選
挙
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
議
会
推
薦
・
団
体
推
薦
に
よ
る
選
任
制
度
も
廃
止
し
、
市
町
村
議

）
七
三
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
九
一

会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
選
任
委
員
に
一
元
化
す
る
。
そ
の
際
、
事
前
に
地
域
か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行
え
る
こ
と
と
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
長
は
、
農
業
委
員
の
過
半
は
認
定
農
業
者
の
中
か
ら
選
任
し
、
ま
た
、
利
害
関
係
が
な
く
公
正
に
判
断
で
き

る
者
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
機
動
的
な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
農
業
委
員
は
現
行
の
半
分
程
度
の
規
模
に
す
る
。
さ

ら
に
、
女
性
・
青
年
農
業
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
。
な
お
、
委
員
に
は
そ
の
職
務
の
的
確
な
遂
行
を
前
提
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
報
酬

を
支
払
う
よ
う
報
酬
水
準
の
引
上
げ
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る

（
32
）

。」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
と
し
て
、

「
農
業
委
員
会
の
指
揮
の
下
で
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
各
地
域
に

お
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担
い
手
の
育
成
・
発
展
の
支
援
を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
仮
称
）
の
設
置
を
法
定
化
す

る
。
な
お
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
会
が
選
任
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
事
前
に
地
域
か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
数
を
選
任
し
、
報
酬
は
、
市
町
村
ご
と
に
一
定
の

ル
ー
ル
の
枠
内
で
支
給
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

（
33
）

。」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
七
年
第
一
八
九
回
国
会
に
お
い
て
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
が
可
決
・
成
立
さ
れ
、

農
業
委
員
会
法
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
法
に
関
わ
る
改
正
の
目
的
は
、「
農
業
委
員
会
が
、
そ
の
主
た
る
使
命

で
あ
る
、
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
集
積･

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
を
よ
り
良
く
果
た
せ
る

よ
う
に
す
る
」
と
さ
れ
、
規
制
改
革
実
施
計
画
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
①
農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
で
あ

る
こ
と
を
明
確
化
（
農
業
委
員
会
法
六
条
二
項
）、
②
地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就
任
す
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更
（
同
法
八
条
～
九
条
）、
③
農
業
委
員
と
は
別
に
、

各
地
域
に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設
（
同
法
一
七
条
～
二
五
条
）、
等
が
主
た
る
改
正

）
七
三
七
（



行
政
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一
九
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会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
選
任
委
員
に
一
元
化
す
る
。
そ
の
際
、
事
前
に
地
域
か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行
え
る
こ
と
と
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
長
は
、
農
業
委
員
の
過
半
は
認
定
農
業
者
の
中
か
ら
選
任
し
、
ま
た
、
利
害
関
係
が
な
く
公
正
に
判
断
で
き

る
者
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
機
動
的
な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
農
業
委
員
は
現
行
の
半
分
程
度
の
規
模
に
す
る
。
さ

ら
に
、
女
性
・
青
年
農
業
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
。
な
お
、
委
員
に
は
そ
の
職
務
の
的
確
な
遂
行
を
前
提
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
報
酬

を
支
払
う
よ
う
報
酬
水
準
の
引
上
げ
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る

（
32
）

。」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
と
し
て
、

「
農
業
委
員
会
の
指
揮
の
下
で
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
各
地
域
に

お
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担
い
手
の
育
成
・
発
展
の
支
援
を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
仮
称
）
の
設
置
を
法
定
化
す

る
。
な
お
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
会
が
選
任
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
事
前
に
地
域
か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
数
を
選
任
し
、
報
酬
は
、
市
町
村
ご
と
に
一
定
の

ル
ー
ル
の
枠
内
で
支
給
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

（
33
）

。」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
七
年
第
一
八
九
回
国
会
に
お
い
て
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
が
可
決
・
成
立
さ
れ
、

農
業
委
員
会
法
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
法
に
関
わ
る
改
正
の
目
的
は
、「
農
業
委
員
会
が
、
そ
の
主
た
る
使
命

で
あ
る
、
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
集
積･

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
を
よ
り
良
く
果
た
せ
る

よ
う
に
す
る
」
と
さ
れ
、
規
制
改
革
実
施
計
画
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
①
農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
で
あ

る
こ
と
を
明
確
化
（
農
業
委
員
会
法
六
条
二
項
）、
②
地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就
任
す
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更
（
同
法
八
条
～
九
条
）、
③
農
業
委
員
と
は
別
に
、

各
地
域
に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設
（
同
法
一
七
条
～
二
五
条
）、
等
が
主
た
る
改
正

）
七
三
七
（
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）

一
九
二

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た

（
34
）

。

右
の
ポ
イ
ン
ト
以
外
で
も
、
農
業
委
員
会
法
の
目
的
が
、
そ
れ
ま
で
の
「
農
民
の
地
位
向
上
」
か
ら
「
農
業
の
健
全
な
発
展
」
へ
と
改

正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
政
府
参
考
人
で
あ
る
農
林
水
産
省
経
営
局
長
は
「
昭
和
二
十
六
年
、
農
業
委
員
会
が
で
き
た
当

時
、
農
地
解
放
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
や
は
り
農
民
の
地
位
が
低
か
っ
た
、
そ
れ
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
強
い

目
的
と
し
て
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
時
点
で
、
農
家
の
地
位
も
や
は
り
相
当
高
く
な
っ
て
い
る
、
こ
の
状
況
の

中
で
、
こ
の
書
き
ぶ
り
を
直
す
と
き
に
、
維
持
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
を
削
除
」
し
た
旨
回
答
し
て
い
る

（
35
）

。
し

か
し
、
農
業
委
員
会
が
「
農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
業
者
自
ら
の
地
位
の
向
上
を
目
指
す
組
織
か
ら
、
国
民
経
済
的
な
観
点
で
政
策
目
的

を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
に
変
え
ら
れ
た

（
36
）

」
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
の
①
に
つ
い
て
は
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
そ
れ
ま
で
の
任
意
業
務
か
ら
必
須
業
務
へ
と
改
め
ら
れ
て

い
る
。
農
業
委
員
会
は
、
こ
の
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
協
力
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

②
の
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
は
、
そ
れ
ま
で
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
選
挙
委
員
と
議
会
・
農
業
団
体
の
推
薦
に
よ
る
専
任

委
員
と
い
う
二
本
立
て
か
ら
、
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
へ
一
本
化
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
農
業
者
等

（
農
業
者
、
農
業
差
の
組
織
す
る
団
体
、
そ
の
他
の
関
係
者
）
に
よ
る
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
た
民
主
的
正
当
性

あ
る
い
は
代
表
制
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
37
）

。
同
旨
の
質
問
が
国
会
審
議
の
中
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
農
業
委
員

の
場
合
に
、
地
域
の
農
業
者
を
代
表
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
今
後
と
も
当
然
維
持
を
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
我
々
は
思
っ

て
お
り
ま
す
」
と
農
林
水
産
省
経
営
局
長
は
回
答
し
て
い
る
の
み
で
あ
る

（
38
）

。
こ
の
民
主
的
正
当
性
・
代
表
制
の
観
点
は
、
農
地
利
用
の
最

）
七
三
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
九
三

適
化
の
推
進
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
は
、
関
係
者
と
の
密
接
な

協
議
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
民
主
的
正
当
性
を
持
っ
た
委
員
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
円
滑
な
進
行
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
農
業
委
員
会
法
改
正
の
背
景
に
あ
る
よ
う
に
、
農
業
委
員
会
の
機
能
不
全
と
も
言
え
る
状
況
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
の
進
展
は
望
め
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
選
挙
に
よ
る
民
主
的
正
当
性
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
者
、
農
業
者
が

組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
た
上
で
、「
市
町
村
議
会
の
同
意
」
が
要
件
と
さ
れ
た
点
は
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す

る
者
の
う
ち
か
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
農
業
委
員
会
法
一
七
条
一
項
）。
こ
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
担
当
す
る
区
域
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
内
の
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
た
め
の
活
動
を
行
い
（
同
条
三
項
）
そ
の
活
動
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
同
条
五
項
）。
し
た
が
っ
て
、
農
業
委
員
会
の
進
め

る
農
地
利
用
の
最
適
化
は
、
機
構
と
の
連
携
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
後
述
す
る
機
構
と
の
関

係
を
考
慮
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
役
割
分
担
は
、「
農
業
委
員
は

役
所
の
中
で
審
議
・
決
定
を
行
い
、
推
進
委
員
は
現
場
活
動
を
行
う

（
39
）

」
も
の
と
端
的
に
表
現
す
る
論
者
も
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
に
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
一
五
項
目
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
て
お

り
（
40
）

、
農
業
委
員
会
に
関
連
し
た
も
の
は
第
一
一
項
目
か
ら
第
一
五
項
目
で
あ
る
。
そ
の
第
一
二
項
目
に
お
い
て
、「
公
共
性
の
高
い
農
地

の
集
約
や
権
利
移
動
に
関
す
る
農
業
委
員
会
の
決
定
は
、
高
い
中
立
性
と
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
農
業
委

）
七
三
三
（



行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
九
三

適
化
の
推
進
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
は
、
関
係
者
と
の
密
接
な

協
議
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
民
主
的
正
当
性
を
持
っ
た
委
員
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
円
滑
な
進
行
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
農
業
委
員
会
法
改
正
の
背
景
に
あ
る
よ
う
に
、
農
業
委
員
会
の
機
能
不
全
と
も
言
え
る
状
況
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
の
進
展
は
望
め
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
選
挙
に
よ
る
民
主
的
正
当
性
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
業
者
、
農
業
者
が

組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
た
上
で
、「
市
町
村
議
会
の
同
意
」
が
要
件
と
さ
れ
た
点
は
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す

る
者
の
う
ち
か
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
農
業
委
員
会
法
一
七
条
一
項
）。
こ
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
担
当
す
る
区
域
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
内
の
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
た
め
の
活
動
を
行
い
（
同
条
三
項
）
そ
の
活
動
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
同
条
五
項
）。
し
た
が
っ
て
、
農
業
委
員
会
の
進
め

る
農
地
利
用
の
最
適
化
は
、
機
構
と
の
連
携
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
後
述
す
る
機
構
と
の
関

係
を
考
慮
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
役
割
分
担
は
、「
農
業
委
員
は

役
所
の
中
で
審
議
・
決
定
を
行
い
、
推
進
委
員
は
現
場
活
動
を
行
う

（
39
）

」
も
の
と
端
的
に
表
現
す
る
論
者
も
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
に
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
一
五
項
目
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
て
お

り
（
40
）

、
農
業
委
員
会
に
関
連
し
た
も
の
は
第
一
一
項
目
か
ら
第
一
五
項
目
で
あ
る
。
そ
の
第
一
二
項
目
に
お
い
て
、「
公
共
性
の
高
い
農
地

の
集
約
や
権
利
移
動
に
関
す
る
農
業
委
員
会
の
決
定
は
、
高
い
中
立
性
と
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
農
業
委

）
七
三
三
（
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一
九
四

員
の
公
選
制
の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
代
表
性
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
お
い
て
、
地
域
の
代
表
性
は
農
業
委
員
の
属
性
と
し
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
注
目
に
値

し
よ
う
。

ま
た
、
第
一
三
項
目
に
お
い
て
、「
農
業
委
員
会
の
改
革
に
よ
り
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割
分
担
の
明
確
化

を
図
っ
た
上
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
が
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
と

機
構
と
の
連
携
強
化
が
附
帯
決
議
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
農
業
委
員
会
の
必
須
事
務
と
さ
れ
、
そ
の
上
で
農
業
委
員
会
と
機
構

と
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
に
は
、「
都
道
府
県
に
置
か
れ
た
農
地
中
間
管
理
機
構
が
募
集
す
る
農
地
集
積

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
」
り
、
そ
の
結
果
、「
農
政
の
下
請
け
機
関
化

（
41
）

」
に
至
る
と
い
う
懸
念
に
は
十
分
注

意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

㈡

　機
構
法
改
正

機
構
法
は
、
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
、
耕
作
の
事
業
に
供
さ
れ
る
農
用
地
の
集
団
化
、
農
業
へ
の
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す

る
者
の
参
入
の
促
進
等
に
よ
る
農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
農
業
の
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
（
機
構
法
一
条
）。
中
心
的
役
割
を
果
た
す
機
関
と
さ
れ
る
の
が
、
機
構
で
あ
る
。
機
構
は
、
農
用
地
の
利
用

の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
、
各
都
道
府
県

）
七
三
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
九
五

に
一
つ
置
か
れ
る
（
同
法
四
条
一
項
）。
機
構
の
行
う
農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
農
用
地
の
借
受
け
・
貸
付
け
、
当
該
農
用
地
の
改
良
等
利

用
条
件
の
改
善
、
当
該
農
用
地
の
管
理
等
で
あ
る
（
同
法
二
条
三
項
・
五
項
）。
機
構
が
農
用
地
の
中
間
受
け
皿
と
し
て
、
農
用
地
の
借
受

け
・
貸
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
用
地
の
集
積
・
集
約
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
機
構
法
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
に
す
る
と
い
う
政
府
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
日
本
再
興
戦
略
（
平

成
二
五
年
六
月
一
四
日
閣
議
決
定（

42
））

で
は
、「
成
長
へ
の
道
筋
」
に
沿
っ
た
主
要
施
策
例
と
し
て
、「
民
間
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
」
の
八

項
目
中
の
一
つ
に
、「
農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
に
す
る
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
決
の
方
向
性
と
し
て
、「
農
地
を
最
大
限
効
率

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
生
産
現
場
を
強
化
す
る
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
加
速
化
し
、

法
人
経
営
、
大
規
模
家
族
経
営
、
集
落
営
農
、
企
業
等
の
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
農
地
の
フ
ル
活
用
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
す
。」

と
し
、
機
構
を
目
標
達
成
の
重
要
な
手
段
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る

（
43
）

。
こ
こ
で
「
担
い
手
」
と
し
て
、「
法
人
経
営
、
大
規
模
家
族
経
営
、

集
落
営
農
、
企
業
等
」
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

機
構
法
が
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
前
提
と
な
る
の
が
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
で
あ
る
。
人
・
農
地
プ

ラ
ン
は
、
平
成
二
四
年
に
開
始
さ
れ
、
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
平
成
二
六
年
に
制
定
さ
れ
た
機

構
法
の
二
六
条
に
「
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
等
」
と
題
さ
れ
た
規
定
が
置
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村

内
の
適
切
と
認
め
る
区
域
ご
と
に
、
当
該
区
域
に
お
け
る
農
業
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
、
当
該

区
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の
在
り
方
及
び
そ
れ
に
向
け
た
農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
農

業
者
そ
の
他
の
当
該
区
域
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
け
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

）
七
三
三
（
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に
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置
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（
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法
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の
行
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農
地
中
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管
理
事
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は
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受
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付
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当
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農
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の
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地
の
中
間
受
け
皿
と
し
て
、
農
用
地
の
借
受

け
・
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を
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り
、
農
用
地
の
集
積
・
集
約
を
図
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は
、
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業
を
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に
す
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で
は
、「
成
長
へ
の
道
筋
」
に
沿
っ
た
主
要
施
策
例
と
し
て
、「
民
間
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
」
の
八

項
目
中
の
一
つ
に
、「
農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
に
す
る
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
決
の
方
向
性
と
し
て
、「
農
地
を
最
大
限
効
率

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
生
産
現
場
を
強
化
す
る
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
加
速
化
し
、

法
人
経
営
、
大
規
模
家
族
経
営
、
集
落
営
農
、
企
業
等
の
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
農
地
の
フ
ル
活
用
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
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を
目
指
す
。」

と
し
、
機
構
を
目
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達
成
の
重
要
な
手
段
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る

（
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こ
こ
で
「
担
い
手
」
と
し
て
、「
法
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経
営
、
大
規
模
家
族
経
営
、
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落
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、
企
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等
」
が
念
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に
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る
点
に
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す
べ
き
で
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が
、
事
業
を
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る
に
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り
前
提
と
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の
が
、
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・
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プ
ラ
ン
（
地
域
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業
マ
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プ
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）
で
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る
。
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・
農
地
プ
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ン
は
、
平
成
二
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年
に
開
始
さ
れ
、
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地
バ
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ク
事
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の
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な
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を
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の
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、
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二
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に
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た
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の
二
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に
「
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等
に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
等
」
と
題
さ
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た
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定
が
置
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村

内
の
適
切
と
認
め
る
区
域
ご
と
に
、
当
該
区
域
に
お
け
る
農
業
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
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ま
れ
る
農
業
者
、
当
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に
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る
農
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の
将
来
の
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方
及
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れ
に
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け
た
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等
に
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る
事
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、
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的
に
、
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者
そ
の
他
の
当
該
区
域
の
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者
に
よ
る
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の
場
を
設
け
、
そ
の
協
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の
結
果
を
取
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ま
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め
、
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と
す
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と
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。
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農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
機
構
は
都
道
府
県
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
現
場
に
お
け
る
関
係
者
に
よ
る
協
議

が
出
発
点
と
な
る
。
機
構
法
の
法
律
案
に
対
し
て
衆
議
院
で
附
帯
決
議

（
44
）

が
一
五
項
目
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
項
目
で
は

「
農
地
中
間
管
理
機
構
が
十
分
に
機
能
し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
成
果
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
の
徹
底

し
た
話
合
い
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
及
び
そ
の
定
期
的
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
従
来
以
上
に
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。
農
地
中
間
管
理
機
構
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
重
点
を
置
く
と

と
も
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
内
容
を
尊
重
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
、「
地
域
に
お
け
る
農
業
者
の
徹
底
し
た
話

合
い
」
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
内
容
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
七
項
目
で
は
、

「
市
町
村
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
よ
り
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
案
の
作
成
・
提
出
等
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る
等
農
地
中
間
管
理
事
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
い
ず
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、
地
域
の
実
情
に
即
し
つ
つ
、
農
地
の
出
し

手
・
受
け
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
市
町
村
及
び
市
町
村
相
互
の
協
力
・
連
携
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
市
町
村
は
、
農
地
の
所
在
、
所
有
者
等
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
農
業
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
基
本
と
す

る
よ
う
運
用
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
る
。
機
構
と
市
町
村
の
協
力
・
連
携
体
制
の
基
礎
と
し
て
「
農
地
の
所
在
、
所
有
者
等
の
情
報
を
把

握
し
て
い
る
農
業
委
員
会
の
意
見
聴
取
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
附
帯
決
議
で
は
あ
る
が
、
機
構
法
の
描
く
農
地
の
集
約

化
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
の
話
合
い
を
基
礎
に
置
き
市
町
村
が
作
成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
重
視
さ
れ
、
市
町

村
は
農
業
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
（
45
）

。時
系
列
的
に
は
、
こ
の
機
構
法
成
立
の
翌
年
に
、
す
で
に
見
た
農
業
委
員
会
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
農
業
者
の
代
表
と
い
う
農
業
委
員

）
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行
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委
員
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一
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七

会
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
機
構
法
制
定
時
に
そ
の
附
則
二
条
で
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
見
直

す
と
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
見
た
日
本
再
興
戦
略
は
「
一
〇
年
間
で
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
率
八
割
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
が
、
実
際

に
は
、
機
構
法
見
直
し
時
点
で
は
、
五
五
・
二
％
に
と
ど
ま
り

（
46
）

、
必
ず
し
も
当
初
期
待
し
て
い
て
ほ
ど
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
進
展

し
た
と
言
え
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

平
成
三
〇
年
一
一
月
に
、
農
林
水
産
省
は
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
五
年
後
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
を
と
り
ま
と
め
、「
農
地
バ
ン
ク

が
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
て
そ
の
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
市
町
村
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、

土
地
改
良
区
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
う
組
織
と
農
地
バ
ン
ク
と
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る

（
47
）

。」
と
し
た
。

そ
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
」
を
求
め
、「
地
域
の
徹
底
し
た
話
し
合
い
に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
加
速
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
今
後
数
年
で
大
宗
の
地
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
実
質
化
さ
せ
る
た
め
」
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
「
話
合
い
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
積
極
的
参
加
を
促
す
こ
と
と
し
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い

て
は
、
そ
の
旨
を
法
令
で
明
確
化
す
る

（
48
）

。」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
窺
わ
れ
る
の
は
、
農
業
委
員
会
法
改
正
で
は
そ
の
役
割
・
重
要

性
が
減
じ
た
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
農
業
委
員
会
が
、
今
一
度
そ
の
役
割
・
存
在
意
義
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

機
構
法
は
、
令
和
元
年
に
前
記
の
見
直
し
に
即
し
て
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
、
農
地
バ
ン
ク
の
仕
組

み
の
改
善
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
支
援
す
る
体
制
の
一
体
化
、
担
い
手
の
確
保
等
を
内
容
と
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
」
と
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
指
す
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
関
連
し
て
、
機
構
法
の
二
六
条
二
項
の
文
言
が
、「
市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
者
を
含

め
、
幅
広
く
農
業
者
等
の
参
加
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
か
ら
、「
市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
就

）
七
三
三
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会
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
機
構
法
制
定
時
に
そ
の
附
則
二
条
で
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
見
直

す
と
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
見
た
日
本
再
興
戦
略
は
「
一
〇
年
間
で
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
率
八
割
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
が
、
実
際

に
は
、
機
構
法
見
直
し
時
点
で
は
、
五
五
・
二
％
に
と
ど
ま
り

（
46
）

、
必
ず
し
も
当
初
期
待
し
て
い
て
ほ
ど
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
進
展

し
た
と
言
え
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

平
成
三
〇
年
一
一
月
に
、
農
林
水
産
省
は
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
五
年
後
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
を
と
り
ま
と
め
、「
農
地
バ
ン
ク

が
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
て
そ
の
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
市
町
村
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、

土
地
改
良
区
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
う
組
織
と
農
地
バ
ン
ク
と
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る

（
47
）

。」
と
し
た
。

そ
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
」
を
求
め
、「
地
域
の
徹
底
し
た
話
し
合
い
に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
加
速
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
今
後
数
年
で
大
宗
の
地
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
実
質
化
さ
せ
る
た
め
」
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
「
話
合
い
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
積
極
的
参
加
を
促
す
こ
と
と
し
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い

て
は
、
そ
の
旨
を
法
令
で
明
確
化
す
る

（
48
）

。」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
窺
わ
れ
る
の
は
、
農
業
委
員
会
法
改
正
で
は
そ
の
役
割
・
重
要

性
が
減
じ
た
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
農
業
委
員
会
が
、
今
一
度
そ
の
役
割
・
存
在
意
義
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

機
構
法
は
、
令
和
元
年
に
前
記
の
見
直
し
に
即
し
て
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
、
農
地
バ
ン
ク
の
仕
組

み
の
改
善
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
支
援
す
る
体
制
の
一
体
化
、
担
い
手
の
確
保
等
を
内
容
と
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
実
質
化
」
と
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
指
す
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
関
連
し
て
、
機
構
法
の
二
六
条
二
項
の
文
言
が
、「
市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
者
を
含

め
、
幅
広
く
農
業
者
等
の
参
加
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
か
ら
、「
市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
就

）
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農
し
よ
う
と
す
る
者
を
含
め
、
幅
広
く
農
業
者
等
の
参
加
を
求
め
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
協
議
の
参
加
者
に
対
し
、
農
地
に

関
す
る
地
図
を
活
用
し
て
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
の
年
齢
別
構
成
及
び
農
業
後
継
者
の
確
保
の
状
況
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す

る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
農
業
委
員
会
に
関
し
て
は
、
三
項
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、「
農
業
委
員
会

は
、
農
地
の
保
有
及
び
利
用
の
状
況
、
農
地
の
所
有
者
の
農
業
上
の
利
用
の
意
向
そ
の
他
の
農
地
の
効
率
的
な
利
用
に
資
す
る
情
報
の
提

供
、
委
員
及
び
推
進
委
員
（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
推
進
委
員
を
い
う
。）
の
第
一
項
の
協
議
へ
の
出
席
そ

の
他
当
該
協
議
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
と
の
規
定
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る

（
49
）

。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
合
意
形
成
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
の
役
割
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
農
業
委
員
会
法
改
正
で

は
、「
農
政
の
下
請
け
機
関
化
」
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
機
構
法
改
正
法
に
示
さ
れ
た
農
業
委
員
会
の
役
割
は
、
積

極
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
の
農
業
委
員
会
が
地
域
の
合
意
形
成
に
お
い
て
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
推
進
役
と

し
て
の
役
割
を
今
後
と
も
重
視
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
で
あ
り
、
存
在
意

義
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
　
む
す
び
に
か
え
て

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
委
員
会
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
や
役
割
に
つ
い
て
は
、
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
を
め
ぐ
っ
て
近
年
い
く
つ
か
の
変
更
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
議
論
の
中
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
地
域
の
代
表
と
い

う
農
業
委
員
会
の
属
性
は
、
地
域
の
合
意
形
成
の
み
な
ら
ず
、
農
業
委
員
会
の
行
う
事
務
を
遂
行
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
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の
で
あ
る
。
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
に
よ
る
任
命
制
へ
と
農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
農
業
者
に
よ
る
公
選
制
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
地
域
空
間
管
理
に
お
け
る
「
農
業
者
の
自
治
」
の
制
度
的
な

担
保
を
喪
失
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

（
50
）

。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
選
制
の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
農
業
委
員
会
の
役
割
を
検
討
し
て
き
た
。
農
地
の
集
積
・
集
約
化
だ
け
が
、

果
た
し
て
今
後
の
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
と
し
て
、
ベ
ス
ト
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
た
第
一
八
九
回

国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
参
考
人
太
田
原
高
昭
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

「
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
認
識
の
根
底
に
は
、
我
が
国
の
農
業
が
零
細
で
非
効
率
で
あ
り
、
こ
れ
を
思
い
切
っ
て
大
規
模
化
し
、
企
業
化

す
る
こ
と
が
解
決
の
道
な
の
だ
か
ら
、
零
細
な
農
家
を
守
っ
て
い
る
農
協
や
農
業
委
員
会
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
比
較
し
て
零
細
だ
と
い
う
の
は
間
違
い
で
す
。
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
と
い
う
農
業
統
計
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
施
し
て
い
る
八
十
一
カ
国
の
農
業
経
営
規
模
を
合
算
す
る
と
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
が
七
三
％
、
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
下
で
八
五
％
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
は
実
に
九
五
％
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
農
家
の
平
均
は
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
か
ら
、
こ

れ
は
世
界
標
準
規
模
で
あ
り
ま
す
。

国
連
は
、
昨
年
、
二
〇
一
四
年
を
国
際
家
族
農
業
年
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
こ
と
は
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
問
題
意
識
は
、

今
世
紀
半
ば
に
も
九
十
億
に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
人
口
爆
発
、
こ
の
ふ
え
続
け
る
人
口
を
誰
が
養
う
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
規
模
農
業
の
生
産
力
は
限
界
に
達
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
人
口
爆
発
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
農
業
を
近
代
化
し
、
生
産
力
を
高
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
地
域
に
圧
倒
的
に
多
い
小
規
模
な
家
族
経
営
に

）
七
七
一
（



行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

一
九
九

の
で
あ
る
。
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
に
よ
る
任
命
制
へ
と
農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
農
業
者
に
よ
る
公
選
制
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
地
域
空
間
管
理
に
お
け
る
「
農
業
者
の
自
治
」
の
制
度
的
な

担
保
を
喪
失
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

（
50
）

。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
選
制
の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
農
業
委
員
会
の
役
割
を
検
討
し
て
き
た
。
農
地
の
集
積
・
集
約
化
だ
け
が
、

果
た
し
て
今
後
の
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
と
し
て
、
ベ
ス
ト
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
た
第
一
八
九
回

国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
参
考
人
太
田
原
高
昭
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

「
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
認
識
の
根
底
に
は
、
我
が
国
の
農
業
が
零
細
で
非
効
率
で
あ
り
、
こ
れ
を
思
い
切
っ
て
大
規
模
化
し
、
企
業
化

す
る
こ
と
が
解
決
の
道
な
の
だ
か
ら
、
零
細
な
農
家
を
守
っ
て
い
る
農
協
や
農
業
委
員
会
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
比
較
し
て
零
細
だ
と
い
う
の
は
間
違
い
で
す
。
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
と
い
う
農
業
統
計
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
施
し
て
い
る
八
十
一
カ
国
の
農
業
経
営
規
模
を
合
算
す
る
と
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
が
七
三
％
、
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
下
で
八
五
％
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
は
実
に
九
五
％
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
農
家
の
平
均
は
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
か
ら
、
こ

れ
は
世
界
標
準
規
模
で
あ
り
ま
す
。

国
連
は
、
昨
年
、
二
〇
一
四
年
を
国
際
家
族
農
業
年
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
こ
と
は
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
問
題
意
識
は
、

今
世
紀
半
ば
に
も
九
十
億
に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
人
口
爆
発
、
こ
の
ふ
え
続
け
る
人
口
を
誰
が
養
う
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
規
模
農
業
の
生
産
力
は
限
界
に
達
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
人
口
爆
発
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
農
業
を
近
代
化
し
、
生
産
力
を
高
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
地
域
に
圧
倒
的
に
多
い
小
規
模
な
家
族
経
営
に

）
七
七
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

二
〇
〇

思
い
切
っ
た
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
国
連
決
議
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す

（
51
）

。」

農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
て
大
規
模
に
農
業
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
一
概
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
中
山
間
地
域

で
は
、
そ
も
そ
も
農
地
の
集
約
化
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
規
模
経
営

の
可
能
性
を
探
る
努
力
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
お
そ
ら
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
農
業
経
営
が
考
え
ら
れ
、

地
域
の
代
表
と
し
て
の
農
業
委
員
会
は
今
以
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）	

駒
林
良
則
「
自
治
体
基
本
構
造
の
法
的
議
論
に
関
す
る
覚
書
」
立
命
館
法
学
三
七
三
号
一
六
四
頁
。

（
2
）	

吉
牟
田
剛
「
行
政
委
員
会
の
設
置
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
」
季
刊
行
政
管
理
研
究
一
七
〇
号
四
八
頁
。

（
3
）	

塩
野
宏
「
行
政
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

　
─
日
本
に
お
け
る
定
着
度
─
」
塩
野
宏
『
行
政
概
念
の
諸
相
』（
有
斐
閣
、
平
成
一
六
年
）
四
四
八

頁
。

（
4
）	

塩
野
、
前
掲
注（
３
）四
四
八
頁
。

（
5
）	

塩
野
、
前
掲
注（
３
）四
四
八
頁
。

（
6
）	

同
旨
、
和
田
英
夫
『
行
政
委
員
会
と
行
政
争
訟
制
度
』（
弘
文
堂
、
昭
和
六
〇
年
）
一
〇
頁
。

（
7
）	

田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法

　
中
巻

　
全
訂
第
二
版
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
一
年
）
五
五
頁
。

（
8
）	

政
令
諮
問
委
員
会
「
行
政
制
度
の
改
革
に
関
す
る
答
申
」
公
法
研
究
六
号
一
五
六
頁
。

（
9
）	

政
令
諮
問
委
員
会
、
前
掲
注（
８
）一
五
九
頁
。

（
10
）	

例
え
ば
、
田
中
二
郎
『
行
政
法
の
基
本
原
理
（
第
三
版
）』（
勁
草
書
房
、
昭
和
二
四
年
）
一
三
一
～
一
三
四
頁
。「
新
し
く
発
展
し
た
行
政
の

分
野
に
は
、
党
派
的
政
策
の
影
響
を
受
け
な
い
で
、
よ
り
広
範
な
視
野
に
お
い
て
永
続
的
な
見
地
に
立
ち
、
周
到
な
調
査
を
基
礎
と
し
て
技
術
的
・

合
理
的
な
政
策
を
樹
立
す
る
こ
と
の
望
ま
し
い
も
の
、
又
、
政
党
の
圧
力
か
ら
独
立
し
て
、
公
正
中
立
に
、
而
も
能
率
的
に
運
営
・
実
施
す
る
こ
と

）
七
七
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

二
〇
一

の
必
要
な
も
の
が
少
く
な
い
。
か
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
は
、
一
般
の
行
政
部
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
た
行
政
委
員
会
を
設
け
、
こ
の
行
政
委
員
会

を
し
て
そ
の
行
政
の
管
理
に
当
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
項
の
政
治
的
中
立
性
及
び
技
術
的
専
門
性
に
注
意
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
立
法
的
機

能
及
び
司
法
的
機
能
を
も
併
せ
て
行
政
委
員
会
を
し
て
営
ま
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。」「
か
よ
う
な
制
度
を
広
範
に
採
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
連
合
国
の
日
本
管
理
政
策
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
連
合
国
は
、
一
切
の
制
度
の
民
主
主
義
化
を
要
望
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
行
政
機
構
の
民
主
主
義
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
而
も
、
政
党
の
政
治
的
支
配
か
ら
独
立
し
、
公
正
中
立
に
、

且
つ
能
率
的
に
、
行
政
の
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
先
進
民
主
主
義
国
家
に
発
達
し
た
行
政
委
員
会
制
度
を
範
と
し
て
、
こ
れ
を
と
り
い
れ
る
こ

と
が
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
た
。
…
…
政
治
と
行
政
の
現
実
の
必
要
が
生
み
出
し
た
と
い
う
の
で
も
な
く
、
経
済
の
実
態
が
切
実
に
こ
れ
を
要
求
し
た

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
行
政
機
構
民
主
化
の
一
環
と
し
て
、
連
合
国
の
管
理
政
策
に
従
っ
て
、
主
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
模
範
と

し
て
、
こ
れ
を
生
み
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。」

鵜
飼
信
成
「
わ
が
国
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
の
概
観
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
行
政
委
員
会
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
六
年
）

三
～
五
頁
。「
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
英
米
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
発
達
の
過
程
と
は
や
や
違
つ
た
背
景
を
も
つ
て
生
ま
れ
て
き
た
。
英
米
に

お
い
て
は
、
委
員
会
行
政
を
生
み
出
し
た
も
の
は
、
社
会
経
済
生
活
の
発
展
に
伴
つ
て
、
自
由
放
任
主
義
を
基
礎
と
す
る
制
度
と
こ
れ
に
よ
る
社
会

生
活
の
侵
害
を
救
済
す
る
た
め
の
司
法
的
救
済
の
制
度
が
、
不
十
分
と
な
つ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
司
法
的
救
済
の
制
度

は
あ
ま
り
発
達
し
て
お
ら
ず
、
行
政
的
・
権
力
的
干
渉
は
き
わ
め
て
強
か
つ
た
の
で
、
そ
れ
を
制
度
的
に
民
主
化
す
る
こ
と
が
、
行
政
委
員
会
制
度

を
採
用
す
る
ね
ら
い
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
ひ
と
り
社
会
経
済
的
な
活
動
へ
の
干
渉
の
部
門
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
の
部
門
で
、

行
政
委
員
会
制
を
採
用
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
だ
け
で
、
民
主
化
は
完
了
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
生
み
出

し
、
行
政
委
員
会
制
は
、
過
去
の
官
僚
制
の
悪
弊
を
一
掃
す
る
万
能
薬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
行
政
委
員
会

制
と
い
つ
て
も
、
そ
の
構
成
や
手
続
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
差
異
が
あ
る
し
、
ま
た
紙
の
上
に
書
か
れ
た
制
度
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
も
、
実
態
的
な
考
察
を
し
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
正
し
い
評
価
は
で
き
な
い
。」

（
11
）	

塩
野
、
前
掲
注（
３
）四
五
八
頁
。

（
12
）	

田
中
、
前
掲
注（
10
）一
三
三
頁
。

）
七
七
七
（



行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

二
〇
一

の
必
要
な
も
の
が
少
く
な
い
。
か
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
は
、
一
般
の
行
政
部
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
た
行
政
委
員
会
を
設
け
、
こ
の
行
政
委
員
会

を
し
て
そ
の
行
政
の
管
理
に
当
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
項
の
政
治
的
中
立
性
及
び
技
術
的
専
門
性
に
注
意
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
立
法
的
機

能
及
び
司
法
的
機
能
を
も
併
せ
て
行
政
委
員
会
を
し
て
営
ま
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。」「
か
よ
う
な
制
度
を
広
範
に
採
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
連
合
国
の
日
本
管
理
政
策
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
連
合
国
は
、
一
切
の
制
度
の
民
主
主
義
化
を
要
望
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
行
政
機
構
の
民
主
主
義
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
而
も
、
政
党
の
政
治
的
支
配
か
ら
独
立
し
、
公
正
中
立
に
、

且
つ
能
率
的
に
、
行
政
の
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
先
進
民
主
主
義
国
家
に
発
達
し
た
行
政
委
員
会
制
度
を
範
と
し
て
、
こ
れ
を
と
り
い
れ
る
こ

と
が
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
た
。
…
…
政
治
と
行
政
の
現
実
の
必
要
が
生
み
出
し
た
と
い
う
の
で
も
な
く
、
経
済
の
実
態
が
切
実
に
こ
れ
を
要
求
し
た

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
行
政
機
構
民
主
化
の
一
環
と
し
て
、
連
合
国
の
管
理
政
策
に
従
っ
て
、
主
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
模
範
と

し
て
、
こ
れ
を
生
み
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。」

鵜
飼
信
成
「
わ
が
国
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
の
概
観
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
行
政
委
員
会
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
六
年
）

三
～
五
頁
。「
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
英
米
に
お
け
る
行
政
委
員
会
制
度
発
達
の
過
程
と
は
や
や
違
つ
た
背
景
を
も
つ
て
生
ま
れ
て
き
た
。
英
米
に

お
い
て
は
、
委
員
会
行
政
を
生
み
出
し
た
も
の
は
、
社
会
経
済
生
活
の
発
展
に
伴
つ
て
、
自
由
放
任
主
義
を
基
礎
と
す
る
制
度
と
こ
れ
に
よ
る
社
会

生
活
の
侵
害
を
救
済
す
る
た
め
の
司
法
的
救
済
の
制
度
が
、
不
十
分
と
な
つ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
司
法
的
救
済
の
制
度

は
あ
ま
り
発
達
し
て
お
ら
ず
、
行
政
的
・
権
力
的
干
渉
は
き
わ
め
て
強
か
つ
た
の
で
、
そ
れ
を
制
度
的
に
民
主
化
す
る
こ
と
が
、
行
政
委
員
会
制
度

を
採
用
す
る
ね
ら
い
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
ひ
と
り
社
会
経
済
的
な
活
動
へ
の
干
渉
の
部
門
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
の
部
門
で
、

行
政
委
員
会
制
を
採
用
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
だ
け
で
、
民
主
化
は
完
了
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
生
み
出

し
、
行
政
委
員
会
制
は
、
過
去
の
官
僚
制
の
悪
弊
を
一
掃
す
る
万
能
薬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
行
政
委
員
会

制
と
い
つ
て
も
、
そ
の
構
成
や
手
続
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
差
異
が
あ
る
し
、
ま
た
紙
の
上
に
書
か
れ
た
制
度
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
も
、
実
態
的
な
考
察
を
し
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
正
し
い
評
価
は
で
き
な
い
。」

（
11
）	

塩
野
、
前
掲
注（
３
）四
五
八
頁
。

（
12
）	

田
中
、
前
掲
注（
10
）一
三
三
頁
。

）
七
七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

二
〇
二

（
13
）	

塩
野
、
前
掲
注（
３
）四
五
九
頁
。
同
旨
、
和
田
、
前
掲
注（
６
）八
～
九
頁
。

（
14
）	

宇
賀
克
也
『
地
方
自
治
法
概
説
〔
第
九
版
〕』（
有
斐
閣
、
令
和
三
年
）
三
二
五
頁
。

（
15
）	
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅲ
［
第
五
版
］
行
政
組
織
法
』（
有
斐
閣
、
令
和
三
年
）
二
一
五
頁
。

（
16
）	
松
本
英
昭
『
新
版
逐
条
地
方
自
治
法
〈
第
九
次
改
訂
版
〉』（
学
陽
書
房
、
平
成
二
九
年
）
五
〇
二
頁
。

（
17
）	

松
本
、
前
掲
注（
16
）五
〇
三
頁
。

（
18
）	

松
本
、
前
掲
注（
16
）五
二
二
頁
。

（
19
）	

松
本
、
前
掲
注（
16
）五
二
三
頁
。

（
20
）	

塩
野
、
前
掲
注（
15
）二
一
六
頁
。

（
21
）	

駒
林
、
前
掲
注（
１
）一
六
七
頁
。

（
22
）	

大
山
礼
子
「
首
長
・
議
会
・
行
政
委
員
会
」
松
下
圭
一
、
西
尾
勝
、
新
藤
宗
幸
編
『
岩
波
講
座

　
自
治
体
の
構
想
４

　
機
構
』（
岩
波
書
店
、

平
成
一
四
年
）
三
〇
頁
。

（
23
）	

宇
賀
、
前
掲
注（
14
）三
二
五
頁
。

（
24
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
組
織･

業
務
の
概
要
」（https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/study/other/keiei/

kondan_kai/iinkai/pdf/2siryou21.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
25
）	

行
友
弥
「
農
業
委
員
会
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
─
「
農
地
の
番
人
」
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
─
」『
農
林
金
融
』
六
八
巻
七
号
三
六
～

三
七
頁
（https://w

w
w
.nochuri.co.jp/report/pdf/n1507re3.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
26
）	

鹿
兒
島
重
治
『
地
方
自
治
体
法
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
五
八
年
）
二
二
八
頁
。

（
27
）	

総
務
省
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
「
地
方
の
自
主
性
・
自
律
性
の
拡
大
及
び
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」（https://w

w
w
.soum

u.go.jp/

m
ain_sosiki/singi/chihou_seido/singi/pdf/N

o28_tousin_051209.pdf
）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
28
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
「
第
三
次
勧
告
」（https://w

w
w
.cao.go.jp/bunken-suishin/

doc/091007torim
atom

e01.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

）
七
七
三
（

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

二
〇
三

（
29
）	

堀
千
珠
、
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
第
一
一
〇
号
七
頁
（https://w

w
w
.m

izuho-ir.co.jp/publication/m
hri/research/pdf/research/r110501.

pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。
同
旨
、
西
村
尚
敏
「「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集
積
に
よ
る
農
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
て

　
─
農
地
中
間
管

理
機
構
の
創
設
─
」
立
法
と
調
査
三
四
六
号
五
五
頁
。
蜂
屋
勝
弘
「
課
題
が
山
積
す
る
農
地
集
積
─
地
道
な
取
り
組
み
で
、
わ
が
国
農
業
の
構
造
に

変
化
を
─
」
日
本
総
研
リ
サ
ー
チ
・
フ
ォ
ー
カ
ス
（
二
〇
一
五
年
九
月
一
六
日
）（https://w

w
w
.jri.co.jp/M

ediaL
ibrary/file/report/

researchfocus/pdf/8404.pdf

最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
）、
は
農
家
の
高
齢
化
と
農
業
を
主
業
と
し
な
い
農
家
へ
の
農
地
の
滞
留
を
農
業
の

成
長
産
業
化
の
阻
害
要
因
と
し
て
挙
げ
る
。

（
30
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kaigi/m

eeting/2013/w
g2/

nogyo/140514/item
1.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
31
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
規
制
改
革
実
施
計
画
（
平
成
二
六
年
六
月
二
四
日
閣
議
決
定
）」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/

suishin/publication/140624/item
1.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
32
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
31
）。

（
33
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
31
）。

（
34
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て
」（https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/keiei/koukai/noui/attach/

pdf/27kaisei_nouihou-8.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
35
）	

第
一
八
九
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
第
一
五
号
（
平
成
二
七
年
六
月
九
日
）。

（
36
）	

桂
明
宏
「
農
業
委
員
会
制
度
改
革
と
今
後
の
課
題
」
農
業
法
研
究
五
一
号
五
八
～
五
九
頁
。

（
37
）	

桂
、
前
掲
注（
36
）六
二
頁
、
後
藤
智
「
自
治
体
行
政
委
員
会
、
公
共
組
合
の
変
容
と
地
方
自
治
」
晴
山
一
穂
他
編
『
官
僚
制
改
革
の
行
政
法
理

論
』（
日
本
評
論
社
、
令
和
二
年
）
二
六
五
～
二
六
七
頁
等
。

（
38
）	

農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
、
前
掲
注（
35
）。

（
39
）	

桂
、
前
掲
注（
36
）六
二
頁
。

（
40
）	

第
一
八
九
会
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
第
一
九
号
（
平
成
二
七
年
六
月
二
五
日
）。

）
七
七
三
（



行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

二
〇
三

（
29
）	

堀
千
珠
、
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
第
一
一
〇
号
七
頁
（https://w

w
w
.m

izuho-ir.co.jp/publication/m
hri/research/pdf/research/r110501.

pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。
同
旨
、
西
村
尚
敏
「「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集
積
に
よ
る
農
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
て

　
─
農
地
中
間
管

理
機
構
の
創
設
─
」
立
法
と
調
査
三
四
六
号
五
五
頁
。
蜂
屋
勝
弘
「
課
題
が
山
積
す
る
農
地
集
積
─
地
道
な
取
り
組
み
で
、
わ
が
国
農
業
の
構
造
に

変
化
を
─
」
日
本
総
研
リ
サ
ー
チ
・
フ
ォ
ー
カ
ス
（
二
〇
一
五
年
九
月
一
六
日
）（https://w

w
w
.jri.co.jp/M

ediaL
ibrary/file/report/

researchfocus/pdf/8404.pdf

最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
）、
は
農
家
の
高
齢
化
と
農
業
を
主
業
と
し
な
い
農
家
へ
の
農
地
の
滞
留
を
農
業
の

成
長
産
業
化
の
阻
害
要
因
と
し
て
挙
げ
る
。

（
30
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kaigi/m

eeting/2013/w
g2/

nogyo/140514/item
1.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
31
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
規
制
改
革
実
施
計
画
（
平
成
二
六
年
六
月
二
四
日
閣
議
決
定
）」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/

suishin/publication/140624/item
1.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
32
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
31
）。

（
33
）	

内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
31
）。

（
34
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て
」（https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/keiei/koukai/noui/attach/

pdf/27kaisei_nouihou-8.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
35
）	

第
一
八
九
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
第
一
五
号
（
平
成
二
七
年
六
月
九
日
）。

（
36
）	

桂
明
宏
「
農
業
委
員
会
制
度
改
革
と
今
後
の
課
題
」
農
業
法
研
究
五
一
号
五
八
～
五
九
頁
。

（
37
）	

桂
、
前
掲
注（
36
）六
二
頁
、
後
藤
智
「
自
治
体
行
政
委
員
会
、
公
共
組
合
の
変
容
と
地
方
自
治
」
晴
山
一
穂
他
編
『
官
僚
制
改
革
の
行
政
法
理

論
』（
日
本
評
論
社
、
令
和
二
年
）
二
六
五
～
二
六
七
頁
等
。

（
38
）	

農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
、
前
掲
注（
35
）。

（
39
）	

桂
、
前
掲
注（
36
）六
二
頁
。

（
40
）	

第
一
八
九
会
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
第
一
九
号
（
平
成
二
七
年
六
月
二
五
日
）。

）
七
七
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

二
〇
四

（
41
）	

桂
、
前
掲
注（
36
）六
四
頁
。

（
42
）	

首
相
官
邸
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
再
興
戦
略
」（https://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/saikou_jpn.pdf

）
最
終
閲
覧
令

和
三
年
五
月
五
日
。

（
43
）	
首
相
官
邸
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
42
）八
〇
～
八
一
頁
。

○
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
に
よ
る
競
争
力
強
化

・
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
集
約
化
に
よ
り
、
農
業
構
造
の
改
革
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
農
地
の
中
間
的
受
け
皿

と
し
て
都
道
府
県
の
段
階
に
農
地
中
間
管
理
機
構
（
仮
称
）
を
整
備
し
、
活
用
す
る
。

具
体
的
に
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
地
域
内
農
地
の
相
当
部
分
を
借
り
受
け
（
準
公
有
状
態
）、
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を
行
っ
た
上

で
、
担
い
手
（
法
人
経
営
、
大
規
模
家
族
経
営
、
企
業
、
新
規
就
農
者
等
）
へ
の
農
地
集
積
・
担
い
手
ご
と
の
農
地
の
集
約
化
に
配
慮
し
て

貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
農
地
利
用
の
再
配
分
を
行
う
ス
キ
ー
ム
を
確
立
し
、
積
極
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、
農
地
中
間

管
理
機
構
は
、
市
町
村
・
民
間
企
業
等
に
業
務
委
託
を
行
い
、
地
域
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
体
制
と
す
る
。

・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
し
て
い
た
所
有
者
の
死
亡
等
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
（
耕
作
放
棄
地
予
備
軍
）

も
解
消
対
策
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
に
対
し
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
す
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た

り
、
所
有
者
不
明
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、
公
告
制
度
を
使
い
や
す
く
し
、
裁
定
に
よ
り
同
機
構
に
利
用
権
を
設
定
す
る
等
、
手
続
き
の

大
幅
な
改
善
と
簡
素
化
を
図
る
。

・
こ
れ
ら
の
措
置
と
併
せ
て
、
地
域
の
農
業
者
の
徹
底
し
た
話
合
い
に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
合
意
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成
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図
る
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
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の
作
成
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直
し
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推
進
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、
農
地
の
集
積
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集
約
化
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着
実
に
進
め
る
。

・
な
お
、
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〇
〇
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年
に
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全
自
由
化
さ
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リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
企
業
の
農
業
参
入
を
、
農
地
中
間
管
理
機
構
も
活
用
し
な
が
ら
積
極
的
に

推
進
す
る
。
ま
た
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
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な
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方
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参
入
の
更
な
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由
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の
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入
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の
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化
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七
三
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行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
（
髙
槗
）

二
〇
五

・
生
産
性
向
上
に
結
び
付
く
農
地
集
積
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
都
道
府
県
等
が
行
う
大
区
画
化
等
の
農
地
整
備
や
農
業
水
利
施
設
の
整
備
を

農
地
中
間
管
理
機
構
も
活
用
し
な
が
ら
推
進
す
る
。

（
44
）	

第
一
八
五
回
国
会
閣
法
第
一
四
号
衆
議
院
附
帯
決
議
。

（
45
）	

地
域
の
合
意
形
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
安
藤
光
義
「
農
地
を
動
か
す
地
域
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
変
化
し
た
か
」
農
業
と
経
済
八
七
巻
一
号

二
七
頁
。

（
46
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
地
バ
ン
ク
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
状
況
」（https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/

attach/pdf/jisseki-70.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
47
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
５
年
後
見
直
し
等
に
つ
い
て
（
取
り
ま
と
め
）」（https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/keiei/

koukai/kikou/attach/pdf/kikou_ichran-27.pdf

）
最
終
閲
覧
令
和
三
年
五
月
五
日
。

（
48
）	

農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
前
掲
注（
47
）。

（
49
）	

今
回
の
改
正
に
当
た
っ
て
も
、
衆
議
院
で
一
〇
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
項
目
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
農
業

者
等
に
よ
る
協
議
の
場
に
お
い
て
作
成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
、
単
に
支
援
措
置
を
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
農
業
の
将
来
像

を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
実
質
化
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
農
業
事
情
に
精
通
し
た
市
町
村
、
農
業
委
員
会
等
が
、
農
業
者
等
の
協
議
に

お
い
て
調
整
能
力
を
発
揮
し
う
る
よ
う
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
が
適
時
適
切
に
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
協
議
の
場
に
地
域
の
農
業
者
は
も
と
よ
り
、
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
等
多
様
な
農
業
者
等
が
参
画
し
、

十
分
な
議
論
を
行
い
、
関
係
者
の
合
意
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
対
し
て
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。」
と

さ
れ
た
。
令
和
元
年
第
一
九
八
回
国
会
衆
議
院
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」。

（
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島
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健
「「
農
業
委
員
会
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
衆
議
院
調
査
局
農
林
水
産
調
査
室
『
農
協
・
農
業
委
員
会
等
の
改
革
」
に
つ
い
て
の
学
識

経
験
者
等
の
見
解
』（https://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_rchom

e.nsf/htm
l/rchom

e/shiryo/nousui_201503_kaikakukankeikenkaisyu.

pdf/$F
ile/nousui_201503_kaikakukankeikenkaisyu.pdf
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最
終
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覧
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和
三
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五
月
五
日
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国
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議
院
農
林
水
産
委
員
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議
事
録
第
一
二
号
（
平
成
二
七
年
五
月
二
七
日
）。
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宗
教
団
体
の
自
律
権
と
司
法
審
査
（
高
畑
）

二
〇
七

宗
教
団
体
の
自
律
権
と
司
法
審
査

高

　
　畑

　
　英
一
郎

は
じ
め
に

一
．
信
教
の
自
由
と
宗
教
団
体
の
自
律
権

二
．
前
提
と
し
て
の
最
高
裁
法
理

三
．
宗
教
団
体
の
自
律
権
に
対
す
る
最
高
裁
本
案
判
決

四
．
学
説

五
．
近
時
の
下
級
審
判
決
の
動
向

六
．
検
討

お
わ
り
に

論

　説

）
九
九
三
（


